




第24号�

ハート to ハート　救命の熱き想いを今、そして未来へ
第18回 全国救急隊員シンポジウム

平成21年11月26日（木）、27日（金）、第18回全国救急隊員シンポジウムが
金沢市で開催され、全国から延べ4,899名の救急隊員等が参加しました（詳細 P.8）。

〔 金沢歌劇座・金沢 21世紀美術館・金沢市文化ホール 〕

 開会式

ランチタイムセミナー

ライブセッション

ポスターセッション

フリーディスカッション

 一般発表
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『坂の上の雲』のまちづくり
　松山市では、小説『坂の上の雲』に描かれている、松山出身の正岡子規、秋山好古・真之兄弟の生き方を通して、夢や目標
を持つことの大切さ、ひたむきに努力することの尊さに学び、市民と共に個性豊かなまちづくりに取り組んでいます。

観 光
　松山は、3000年を超える歴史を持つ道後温泉、国の重要文化財である松山城、俳人正岡子規や小説『坊っちゃん』など、
歴史や文学が豊富にあるまちです。また、ドラマ放送で話題の「坂の上の雲」の3人の主人公のふるさとでもあり、ゆかり
の地を巡ることができます。明治の時代を感じることができるこのまちで、ゆっくりとおくつろぎください。

食文化
　温暖な気候と豊かな自然環境に恵まれた松山市では、農林水産物やそれらを原料とした加工品が数多く生産されています。

せとか
　「清見」のジューシーさ、「アンコール」の甘さ、「マーコット」
のコクとエキゾチックな香り ･･･。人気の品種の良いところを受
け継いだ、酸味と甘みのバランスがとれたみかんです。まつやま農
林水産物ブランド認定産品。

ぼっちゃん島あわび
　松山の島しょ部で養殖しているエゾアワビで、天然物と比較しても肉厚
で身がやわらかいのが特徴です。餌は人工飼料や薬品は使わず、昆布とわか
めで育てています。お刺身やバター焼でご賞味ください。まつやま農林水
産物ブランド認定産品。

松山城天守閣
　江戸時代以前に建築された天守が現存する「現存12天守」
の1つ。国の重要文化財。

道後温泉本館
　日本最古の歴史を誇る道後温泉のシンボル。ミシュラン「日本ガイド」
三つ星★★★

坂の上の雲ミュージアム
　まちづくりの中核施設。小説『坂の上の雲』の世界を紹介、あわ
せて市民活動をサポートしています。建築家・安藤忠雄氏の設計。

秋山兄弟生誕地
　秋山兄弟ゆかりの（財）常盤同郷会が市民及び全国1万人からの寄付金
をもとに生誕地に生家を復元しました。秋山兄弟の銅像も設置。
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第19回 
全国救急隊員
シンポジウム

平成23年
2月3日（木）・4日（金）

　平成23年2月3日（木）・4日（金）に松山市におい
て第19回全国救急隊員シンポジウムが開催されます。
開催会場は、松山市内中心部に位置する松山市民会館・
松山市総合コミュニティセンターの２施設です。
　松山市は、「いで湯と城と文学のまち」を掲げており、
この「いで湯」とは、日本最古の歴史を誇る「道後温泉」、
また「城」とは、現存する12天守の1つで、日本で最後
の完全な城郭建築、21棟の建造物群が重要文化財に指
定されている「松山城」、また「文学」とは、正岡子規
をはじめとする多くの文人を輩出するとともに、夏目
漱石の小説『坊っちゃん』ゆかりのまちでございます。
現在は、司馬遼太郎氏の小説『坂の上の雲』を軸とする、
まち全体を「屋根のない博物館」と見立てた回遊性の
高い物語りのあるまちづくり（フィールドミュージア
ム構想）に取り組んでおります。また、昨秋から３年に
わたるスペシャルドラマ「坂の上の雲」の放送が始ま
りました。是非、松山の風景などもあわせて、映像でご
覧いただければ幸いに存じます。
　そして松山市には、前のみを見つめて歩き、のぼって
ゆく坂の上の青い天に、もし一朶の白い雲が輝いてい
るとすれば、それのみを見つめて坂をのぼっていくと
いう、小説『坂の上の雲』の主人公３人が抱いた高い
志と新時代を切り開こうと明るくひたむきに努力した
気概が引き継がれています。救急隊員は、その高い志
と気概を持ち、未来の救急現場に新たな決意を表明し、

その決意に向けひたむきに努力を行っていくものであ
ります。

松山市民会館（第1・2・3会場）
　市内の中心に位置し、昭和40年に開館してから市民文化の拠点施
設として、多彩なイベントの発信基地の役割を果たしています。

松山市総合コミュニティセンター
（第4・5・6・7会場）

　文化（キャメリア）ホールは、文化活動の拠点として、コンサート、演
劇、映画、講演会とさまざまな催しに、また大会議室をはじめ、中小会
議室、和室、練習室などの研修会議室を備え、コミュニティ活動に必要
な集会・研修の場として、各種レセプション発表会等に利用できます。

伊予之國松山水軍太鼓
　その昔瀬戸内海で活躍した河野水軍の戦いのドラマを和太鼓で
表現したもので、『出陣之曲』、『祈願之曲』、『勝鬨之曲』など5曲
の組曲と『隼』など9曲の合計14曲で構成されています。

シンポジウム会場
（市中心部２施設で開催）

“未来の救急現場に新たな決意を”
～愛ある救急、愛媛から～

開催開催
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新発田地域広域事務組合消防本部（新潟県）

　

財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
で
は
、消
防
機
関
が
行
う
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、財
団
法
人
日
本
宝
く
じ
協
会
か
ら
助
成
を
受
け
て
、平
成

二
一
年
度
は
、新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部（
新
潟
県
）、飯
田
広
域
消

防
本
部（
長
野
県
）
、山
口
市
消
防
本
部
（
山
口
県
）
、
唐
津
市
消
防
本
部
（
佐
賀

県
）
の
四
団
体
に
、救
急
普
及
啓
発
広
報
車
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

飯田広域消防本部（長野県）

唐津市消防本部（佐賀県）山口市消防本部（山口県）

救
急
普
及
啓
発

　
　

広
報
車
受
納
式
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昭
和
二
三
年
三
月
七
日
、「
消
防
組

織
法
」
の
施
行
に
伴
い
発
足
し
た
自

治
体
消
防
制
度
か
ら
、我
が
国
の
消
防

は
、幾
多
の
先
人
と
関
係
各
位
の
ご
尽

力
に
よ
り
、地
域
社
会
に
密
着
し
た
防

災
機
関
と
し
て
、着
実
に
発
展
を
遂
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
八
年
の
消
防
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、「
救
急
業
務
」
が
市
町
村
の

業
務
の
一
つ
と
し
て「
消
防
」
の
中
に

取
り
入
れ
ら
れ
、以
来
、救
急
業
務
は
、

「
消
防
」の
業
務
の
大
き
な
柱
と
し
て
、

地
域
住
民
に
必
要
不
可
欠
な
存
在
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、各
消
防
本
部
に
お
い
て
は
、

救
急
救
命
士
の
養
成
や
救
命
処
置
範

囲
の
拡
大
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、住

民
に
対
す
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発

を
推
進
す
る
な
ど
、地
域
住
民
の
救
命

率
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、平
成
二
一
年
版
消
防
白
書

に
よ
る
と
、
救
急
出
場
件
数
が
十
年

間
で
三
〇
％
の
増
加
に
対
し
、
全
国

の
救
急
隊
数
は
四
、五
五
三
隊
か
ら

四
、八
九
二
隊
と
、約
七
％
の
増
加
に

止
ま
っ
て
お
り
、救
急
業
務
に
お
け
る

需
給
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
拡
大
し
、現
場
到

着
時
間
が
遅
延
す
る
な
ど
の
弊
害
が

生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、消
防
機
関
で

は
、救
急
車
の
適
正
利
用
を
呼
び
掛
け

る
な
ど
、様
々
な
視
点
か
ら
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、救
急
搬
送
に
お
け
る
搬
送
先

医
療
機
関
の
選
定
に
時
間
を
要
す
る
受

入
困
難
な
事
案
な
ど
が
社
会
的
に
問
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

傷
病
者
の
救
命
率
向
上
及
び
予
後
の

改
善
等
の
観
点
か
ら
も
、病
院
選
定
か

ら
医
療
機
関
に
お
け
る
救
急
医
療
の
提

供
に
至
る
一
連
の
行
為
を
迅
速
か
つ
適

切
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、早
急

に
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、昨
年
五
月
の
改
正

消
防
法
に
基
づ
き
、都
道
府
県
、消
防

本
部
及
び
医
療
機
関
等
と
の
連
携
に

よ
り
、救
急
搬
送
・
受
入
に
関
す
る
協

議
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、傷
病
者

の
搬
送
・
受
入
れ
の
実
施
基
準
を
策
定

す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
会
と
し
て
も
消
防
機
関
と
医
療
機

関
等
に
お
け
る
円
滑
な
連
携
体
制
の

強
化
を
図
り
、救
急
搬
送
時
の
医
療
機

関
受
入
体
制
の
充
実
に
向
け
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
体
制
の
充
実
強
化
、救
急
要
請

時
に
お
け
る
ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
施
な

ど
、限
ら
れ
た
行
政
資
源
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
効
率
的
に
運
用
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
も
し
く
は
感
染
の
疑
い
の
あ
る
患

者
に
係
る
救
急
出
動
に
よ
り
、全
体
の

救
急
出
動
件
数
は
増
加
し
ま
し
た
が
、

こ
の
影
響
を
除
く
と
、前
年
に
比
べ
微

増
に
止
ま
っ
て
お
り
、救
急
搬
送
人
員

に
あ
っ
て
は
、減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、救
急
車
適
正
利
用
を
呼
び

掛
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
・
配
布
す
る

な
ど
の
普
及
啓
発
活
動
の
効
果
の
表
れ

で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
消
防
長
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、平
成
二
二
年
度
総
会
の
決
議
事
項

の
一
つ
に「
救
急
搬
送
受
入
体
制
の
確

保
及
び
救
急
業
務
高
度
化
へ
の
対
応
」

を
挙
げ
て
お
り
、今
後
と
も
地
域
住
民

の
負
託
に
応
え
る
た
め
、救
急
業
務
の

更
な
る
高
度
化
を
積
極
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、貴
財
団
並
び
に
各
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、更
な

る
救
命
率
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

巻頭のことば

救
急
搬
送
受
入
体
制
の
充
実
に
向
け
て

新
井 

雄
治 　
　
全
国
消
防
長
会
会
長
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第
18
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

平
成
二
一
年
一
一
月
二
六
日
・
二
七
日
の
両
日
、「
第
18
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、

金
沢
市
消
防
局
・
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　

特
別
講
演
、
教
育
講
演
を
始
め
、
数
々
の
研
究
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
全
国
か
ら
救
急
隊
員
や
医
療
関
係
者
等
四
、八
九
九
名
が

参
加
し
、
活
発
な
討
議
が
交
わ
さ
れ
た
。

1
■  

特
別
講
演

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
国
際
医
療
福
祉
大
学
大

学
院
教
授
で
あ
る
黒
岩
祐
治
氏
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら

の
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
に
期
待
す
る
も
の
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

■  

教
育
講
演

　

橋
本
雄
太
郎
杏
林
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
に
よ

る
「
消
防
法
等
の
改
正
に
伴
う
こ
れ
か
ら
の
救
急
業

務
の
あ
り
方
」、
坂
本
哲
也
帝
京
大
学
医
学
部
救
急
医

学
講
座
主
任
教
授
に
よ
る
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン2010

と

こ
れ
か
ら
の
展
望―

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル･

ケ
ア
の
さ
ら

な
る
充
実
に
向
け
て―

」の
二
つ
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

■  

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
セ
ミ
ナ
ー

　

第
一
日
目
の
昼
食
時
間
帯
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
」、「
ウ
ツ
タ
イ
ン
統
計
デ
ー
タ
活
用
の
現

状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
会
場
を

分
け
て
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

両
会
場
と
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者
の
姿
が
見

ら
れ
た
。

■  

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

初
日
に
組
ま
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
は
「
救
急
救

命
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実･

強
化―

今
後
の
あ
り
方

を
探
る―

」
を
テ
ー
マ
に
、
取
り
組
み
の
内
容
や
課

題
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
体
制
の
充
実･

強
化
に
向
け

た
方
策
、
消
防
機
関
と
医
療
機
関
と
の
連
携
の
あ
り

方
に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　

一
方
、
二
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
は
「
国
民
保
護

と
救
急
活
動―

Ｎ
／
Ｒ
テ
ロ
発
生
時
に
救
急
隊
員
に

求
め
ら
れ
る
も
の―

」
が
テ
ー
マ
。
国
民
保
護
法
が

施
行
さ
れ
て
五
年
が
経
過
し
、
今
後
は
各
種
の
計
画

･

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
し
、
実
例
も
踏
ま
え
な
が
ら
救
急
隊
員
の
対
処

の
あ
り
方
等
を
探
っ
た
。

■  

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
災
害
現
場
に
お
け
る
消
防
と
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
連
携
」

を
テ
ー
マ
に
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
役
割
、
活
動
状
況
、
消

防
連
携
等
に
つ
い
て
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
討
議

が
行
わ
れ
た
。

■  

一
般
発
表
Ⅰ
～
Ⅻ 　
　
　
　
　
　
　
　

　

 

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
～
Ⅻ

　

二
日
間
に
わ
た
っ
て
、「
活
動
研
究（
傷
病
者
対
応
・

医
療
体
制
）」、｢

教
育｣

、「
応
急
手
当
普
及
啓
発
」、

「
活
動
研
究（
高
齢
者
対
応
）｣

、｢

統
計｣

等
の
一
二

テ
ー
マ
八
一
題（
Ⅰ
～
Ⅸ
各
七
題
、Ⅹ
～
Ⅻ
各
六
題
）

の
一
般
発
表
及
び
同
内
容
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

　

各
発
表
者
が
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
日
ご
ろ

の
研
究
成
果
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を

─
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト　

　
　

救
命
の
熱
き
想
い
を
今
、そ
し
て
未
来
へ
─　
　
文
─
編
集
室

会場風景
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使
っ
た
口
演
と
ポ
ス
タ
ー
提
示
に
よ
る
口
演
を
行
い
、

一
般
発
表
会
場
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
会
場
と
も
に

数
多
く
の
参
加
者
を
集
め
た
。

■  
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
１
、２

　

初
日
に
は
自
由
演
題
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
み
の
口
演
が
行
わ
れ
、
一
六
題
が
発
表
さ
れ
た
。

■  

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　

ラ
イ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
か
ら
救
急
隊
、
そ
し
て
医
療
機

関
へ
の
連
携
活
動
―
F
A
S
T
・
I
C
T
を
用
い
た

現
場
活
動
―
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ（
現
場
急
行
支
援
シ
ス
テ
ム
）

や
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
検
討
結
果
の
概
略
が
実
際

の
映
像
と
と
も
に
報
告
さ
れ
た
。

　

ラ
イ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
病
院
前
救
護
の
観
察

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ラ
イ
ブ
形
式
に
よ

る
実
演
が
行
わ
れ
た
。

■  

オ
ー
プ
ン
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

オ
ー
プ
ン
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
救
急
現
場

の
声―

全
国
各
地
の
現
状
と
地
域
特
有
の
課
題―

」

と
題
し
て
、
事
前
に
全
国
の
救
急
隊
員
を
対
象
と
し

て
実
施
さ
れ
た
「
救
急
現
場
の
声
」
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
つ
い
て
分
析
及
び
課
題
を
抽
出
。
そ
れ
に
続
く

フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
求
め
ら
れ
る
救

急
隊
員
の
姿―

救
命
の
熱
き
想
い
を
今
、
そ
し
て
未

来
へ―

」
と
題
し
て
、
オ
ー
プ
ン
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
踏
ま
え
、
課
題
解
決
の
方
向
性
が
検
討
さ
れ
、

活
発
な
討
議
が
交
わ
さ
れ
た
。

■  

そ
の
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
「
市
民
の
た
め
の
予
防
救
急
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

市
民
公
開
講
座
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
会
場
内
に
お

い
て
「
救
急
服
公
募
デ
ザ
イ
ン
展
」
も
開
催
さ
れ
、

訪
れ
た
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

■  

総
括

　

最
終
日
に
島
崎
修
次
運
営
委
員
長
に
よ
っ
て
、「
行

政
、
地
方
自
治
体
、
医
療
な
ど
地
域
全
体
が
力
を
合

わ
せ
て
国
民
又
は
地
域
に
住
む
人
た
ち
の
安
全
を
保

障
す
る
手
立
て
を
十
分
に
講
じ
て
い
く
こ
と
が
重
要
」

で
あ
る
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
総
括
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
二
年
度
全
国
救
急
隊
員

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
つ
い
て

第
1₉
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
日 

程
】　

平
成
二
三
年
二
月
三
日（
木
）

四
日（
金
）

【
会 

場
】　�

松
山
市
民
会
館
・
松
山
市
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
救
急
振
興
財
団
Ｈ
Ｐ

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

一般発表

ポスターセッション

フリーディスカッション

市民公開講座

〈お知らせ〉
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情 報 T o p i c s

│
札
幌
市
消
防
局
救
急
ワ
ー
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
取
材
し
て　
│

文
─
編
集
委
員 

石
垣 

昭
彦

　

全
国
で
救
急
救
命
士
の
再
教
育
体
制
が
整
備
さ
れ
る
中
、
こ
こ
札
幌
市
消
防
局
救
急
ワ
ー
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
従
前
よ
り
独
自
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
生
涯
研
修
」
を
設
け
、
少
な
い

人
員
の
中
で
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
研
修
制
度
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
救
急
業
務
に
従
事
す
る

全
て
の
救
急
救
命
士
が
キ
ャ
リ
ア
も
階
級
も
関
係
な
く
、一
年
に
一
度
受
講
す
る
「
生
涯
研
修
」

と
は
ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
な
の
か
？
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要
、
活
動
状
況
も
併
せ
、札
幌
市

消
防
局
警
防
部
救
急
課
伊
藤
幹
救
急
指
導
係
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

2
■  

札
幌
市
消
防
局
の
概
要

　

札
幌
市
は
、北
海
道
の
西
部
に
広
が
る
石
狩
平
野

の
南
西
部
に
位
置
し
、面
積
は
東
京
二
三
区
の
倍
に

相
当
す
る
、一
一
二
一
・
一
二
㎢
。
人
口
に
至
っ
て
は

全
国
五
番
目
に
多
い
一
九
○
万
八
、九
六
一
人（
二
二

年
六
月
現
在
）を
擁
す
、北
の
中
枢
都
市
で
あ
る
。

　

市
内
は
一
〇
区（
中
央
区
、北
区
、東
区
、白
石
区
、

厚
別
区
、豊
平
区
、清
田
区
、南
区
、西
区
、手
稲
区
）

に
区
分
け
さ
れ
、消
防
組
織
は
、局
内
に
総
務
部
、予

防
部
、警
防
部
、消
防
学
校
の
三
部
一
消
防
学
校
と

各
区
に
消
防
署（
十
署
）、四
四
出
張
所
、消
防
職
員

一
、七
七
八
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

　

救
急
隊
は
、三
一
隊
か
ら
成
り
、専
任
救
急
隊
員
は

三
一
〇
名
、そ
の
中
の
二
〇
二
名（
挿
管
・
薬
剤
認
定

者
数
／
六
〇
名
、薬
剤
認
定
者
数
／
一
四
一
名
）が

救
急
救
命
士
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

平
成
二
一
年
の
救
急
件
数
は
七
万
一
、四
七
○
件

あ
り
、平
成
一
七
年
の
ピ
ー
ク
を
境
に
下
降
の
傾
向

が
見
ら
れ
て
い
た
が
、昨
年
は
再
び
増
加
に
転
じ
て

い
る
と
い
う
。

　

救
急
事
案
と
し
て
は
、都
市
型
救
急
と
い
わ
れ
る

精
神
疾
患
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
起
因
と
し
た
事
案
か

ら
、山
岳
救
急
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
た
、寒
冷
地

特
有
の
路
面
凍
結
に
よ
る
外
傷
事
案
が
多
い
点
も
特

性
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

■  

救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要

　

平
成
七
年
一
○
月
一
一
日
、現
在
の
拠
点
と
な
っ

て
い
る
市
立
札
幌
病
院
の
移
転
、新
築
に
伴
い
、同
病

院
の
敷
地
内
に
創
設
さ
れ
た
。

　

病
院
敷
地
内
の
開
設
は
、二
つ
の
目
的
が
あ
っ
た

と
い
う
。

　
「
一
つ
は
、救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
た
研

修
拠
点
施
設
を
置
き
、救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
内
で
の

臨
床
実
習
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
及
び
症
例
検

討
な
ど
を
通
し
て
救
急
救
命
士
と
し
て
の
知
識
、技

術
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

　

も
う
一
つ
は
、救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
で
は
処

置
で
き
な
い
が
、医
師
の
処
置
に
よ
り
救
命
効
果
が

あ
る
傷
病
者
に
対
し
て
医
師
を
迅
速
に
救
急
現
場
へ

搬
送
す
る
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

我
々
の
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、出
動

指
令
か
ら
一
分
以
内
の（
医
師
の
）搭
乗
体
制
が
と

れ
て
い
ま
す
」
と
伊
藤
救
急
指
導
係
長
。

　

こ
の
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、消
防
局
警

防
部
救
急
課
の
救
急
指
導
係
と
し
て
の
位
置
づ
け

で
、主
な
業
務
は
、「
救
急
救
命
士
の
資
格
取
得
後
の

札幌市消防局救急ワークステーションで活躍する救急救命士たち
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研
修（
生
涯
研
修
）」、「
医
師
搬
送
業
務
」、「
救
急
業

務（
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
一
般
の
救
急
出
動
に
も

対
応
し
て
い
る
）」、「
救
急
業
務
の
研
究
」、「
救
急

資
器
材
の
選
定
」、「
救
急
活
動
の
検
証
」
と
多
岐
に

わ
た
る
中
、平
成
六
年
か
ら
自
主
的
な
勉
強
会
と
し

て
始
め
た「
救
急
活
動
事
例
研
究
会
」
が
本
年
一
○

月
で
一
六
○
回
目
を
迎
え
る
な
ど
、研
究
、学
習
に
余

念
が
な
い
の
も
特
徴
と
い
え
る
。

　

な
お
、ス
タ
ッ
フ
人
数
は
、毎
日
勤
務
体
制
で
一
名

の
救
急
指
導
係
長
以
下
、二
部
制
の
隔
日
勤
務
に
各

部
五
名
の
計
一
一
名
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

■  

生
涯
研
修
に
つ
い
て

　

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
救
急
救
命
士
を
指
導
、

教
育
す
る
の
は
救
急
救
命
士
で
あ
る
」
と
い
う
理

念
の
下
、平
成
一
一
年
四
月
に
救
急
救
命
士
の
指
導

者
養
成
を
開
始
。
医
療
機
関
内
と
救
急
現
場
で
の
指

導
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、実
践
に
則
っ
た

教
育
環
境
を
作
り
上
げ
た
。

　

さ
ら
に
、

こ
こ
で
得
ら

れ
た
指
導
者

と
し
て
の
ノ

ウ
ハ
ウ
は
同

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
主
業
務

で
あ
る「
生

涯
研
修
」
に

役
立
て
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の「
生
涯
研
修
」
は
、救
急
救
命
士
就
業
前
研

修
に
始
ま
り
、救
急
救
命
士
と
し
て
の
階
級
や
キ
ャ

リ
ア
に
応
じ
た
研
修
テ
ー
マ
、研
修
日
数
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
策
定
し
、平
成
七
年
一
二
月
か
ら
継
続
的
に

行
わ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、救
急
救
命
士
資
格
取
得

後
、業
務
開
始
す
る
前
に
実
施
さ
れ
る「
救
急
救
命

士
就
業
前
研
修
」
で
は
病
院
研
修
で
の
知
識
、技
術

の
取
得
に
加
え
、「
人
を
救
命
す
る
医
療
者
と
し
て

の
意
識
付
け
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
与
え
ら
れ
十
三

日
間
の
当
直
体
制
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、救
急
救
命
士
と
し
て
活
動
中
の
身
で
あ
っ

て
も
、一
年
に
一
度
、必
ず
キ
ャ
リ
ア
や
階
級
に
応
じ

た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
定
め
ら
れ
て
お
り（
一
年

次
研
修
：
テ
ー
マ「
連
携
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
」、

二
年
次
研
修
：「
傷
病
者
の
た
め
に
何
が
最
善
か
を

自
ら
が
考
え
行
動
で
き
る
」
ほ
か
、二
年
次
以
降
研

修
、救
急
隊
長
研
修
、救
急
指
導
者
研
修
、救
急
担
当

係
長
研
修
を
設
定
）、階
級
を
問
わ
ず
札
幌
市
内
で

救
急
業
務
に
従
事
す
る
全
て
の
救
急
救
命
士
を
対
象

と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、救
急
救
命
士
は
一
年
を
通
し
て
経
験
し

た
症
例
、各
種
手
技
、各
種
研
修
会
等
へ
の
参
画
の
記

録
が
義
務
化
さ
れ
、個
人
の
得
意
処
置
及
び
不
得
意

処
置（
経
験
の
浅
い
症
例
の
処
置
な
ど
）を
明
確
に

し
、生
涯
研
修
の
際
に
は
弱
点
の
克
服
に
重
点
を
置

い
た
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
生
涯
研
修
の
結
果
は
全
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
に
前
述
の
経
験
症
例
・
手
技

の
記
録
を
加
え
、「
研
修
カ
ル
テ
」
と
し
て
今
後
の

指
導
に
活
用
さ
れ
る
。

　

一
方
、救
急
指
導
係
は
救
急
救
命
士
を
教
育
し
な

が
ら
自
ら
の
指
導
力
を
高
め
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
お
り
、指
導
に
あ
た
り
な
が
ら
、救
急
指
導
者
研

修
の
受
講
生
と
し
て
指
導
ス
キ
ル
の
向
上
を
目
指

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
救
急
救
命
士
資
格
取
得
後
の
臨
床
教

育
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
実
践
し
て
い
る
都
市
は
少
な

く
、札
幌
市
消
防
局
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
少
な
い
人
員
の
中
で
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
研

修
体
制
を
実
現
し
て
い
る
。

■  

今
後
の
課
題
・
展
望

　

す
で
に
完
成
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
生

涯
研
修
で
は
あ
る
が
、多
種
多
様
な
救
急
活
動
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
育
シ
ス
テ

ム
の
再
考
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。

　
「
救
急
業
務
を
取
り
巻
く
環
境
や
現
状
、住
民
の

ニ
ー
ズ
な
ど
、様
々
な
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
変
化
に
合
わ
せ
た
生
涯
研
修
に
お
け
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
再
構
築
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、指
導
す
る
立
場
に
あ
る
救
急
救
命
士
が
増
え
て

き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
位
置
づ
け
や
指
導
者

の
再
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
必
要
で
あ
る
と
も
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、救
急
関
連
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進

め
、情
報
の
共
有
や
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、更
な
る

救
命
効
果
の
向
上
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
伊
藤
救
急
指
導
係
長
は
思
い
を
語
っ
て

く
れ
た
。

伊藤救急指導係長（左）
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大
阪
市
は
平
成
二
二
年
四
月
、
大
阪
市
消
防
局
指
令
情
報
セ
ン
タ
ー
内
に
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」
を
開
設
し
た
。
こ
の
事

業
は
、総
務
省
消
防
庁
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、平
成
二
一
年
一
〇
月
、「
大
阪
市
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
、医
師
、

看
護
師
、
相
談
員
が
配
置
さ
れ
、
市
民
か
ら
の
救
急
医
療
相
談
や
医
療
機
関
の
案
内
な
ど
に
つ
い
て
三
六
五
日
・
二
四
時
間
体
制
で
対
応

し
て
い
た
同
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
さ
せ
、
名
称
変
更
し
て
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」
に
至
っ
て
お
り
、
同
種
の
事
業
は
、
東
京
消

防
庁
に
次
ぎ
全
国
で
二
例
目
だ
が
、
関
西
の
特
性
を
生
か
し
た
運
営
を
通
じ
て
、
市
民
へ
の
“
救
命
率
の
向
上
”
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
尽
力
す
る
林
田
純
人
消
防
司
令
（
大
阪
市
消
防
局
警
防
部
担
当
係
長
（
医
療
連
携
））
に
お
話
を
伺
っ
た
。

大
阪
市
が「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」を
開
設

─
大
阪
市
消
防
局「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」を
取
材
し
て
─

　

文
─
編
集
委
員 

江
口　

衛

2
■  

大
阪
市
消
防
局
の
概
要

　

大
阪
市
は
、
近
畿
地
方
の
行
政
、
経
済
、
文
化

な
ど
の
中
心
都
市
で
あ
る
。
同
市
の
管
轄
面
積
は

二
二
二・
四
三
㎢
、
人
口
二
六
六
万
二
、五
○
八
人

（
平
成
二
二
年
三
月
一
日
現
在
）、
世
帯
数
一
三
○

万
七
、三
八
五
世
帯
（
同
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
。
大

阪
市
消
防
局
は
同
市
西
区
九
条
に
あ
る
。
西
区
は
大

阪
市
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
集
合

住
宅
が
立
ち
並
ぶ
高
層
住
宅
地
と
し
て
再
開
発
が
進

む
一
方
、
九
条
地
区
は
、
阪
神
な
ん
ば
線
と
地
下
鉄

中
央
線
が
走
る
駅
周
辺
を
除
く
と
住
宅
と
工
場
が
混

じ
る
下
町
の
風
情
が
残
っ
て
お
り
、
付
近
に
は
オ
リ
ッ

ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
本
拠
地
で
あ
る
京
セ
ラ
ド
ー

ム
大
阪
や
大
阪
ガ
ス
株
式
会
社
の
大
き
な
建
物
が
そ

び
え
て
い
る
。

　

大
阪
市
の
消
防
体
制
は
、
一
局
二
五
署
六
四
出
張

所
で
組
織
さ
れ
、
三
、三
七
七
名
の
職
員
で
運
営
さ
れ

て
い
る
（
平
成
二
二
年
四
月
一
日
現
在
）。
同
市
の
特

徴
と
し
て
、
人
口
密
度
が
高
く
て
昼
間
の
流
入
人
口

が
多
く
、
高
層
ビ
ル
群
等
の
市
街
地
や
店
舗
等
の
老

朽
木
造
密
集
地
域
が
広
が
り
、
人
口
当
た
り
の
火
災

や
救
急
の
発
生
件
数
が
他
の
政
令
市
に
比
べ
て
高
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■  「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」の
開
設
経
緯

　

大
阪
市
消
防
局
で
は
、
平
成
一
○
年
か
ら
診
て
も
ら

え
る
病
院
が
わ
か
ら
な
い
時
な
ど
に
近
く
の
病
院
な
ど

を
紹
介
す
る
「
大
阪
市
救
急
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
を
実

施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
病
院

に
行
く
必
要
が
あ
る
の
か
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
な
の

か
、
等
に
つ
い
て
は
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
大
阪
市
は
平
成
二
一
年

一
〇
月
、
総
務
省
消
防
庁
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
「
大
阪

市
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
」
を
発
足
さ
せ
た
。
住
民
が
突

然
の
病
気
や
ケ
ガ
で
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
っ
た
際

に
は
、携
帯
電
話
や
固
定
電
話
か
ら
♯
七
一
一
九
と
プ
ッ

シ
ュ
す
る
だ
け
で
、
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
に
つ
な
が

る
。
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
よ
っ
て
応
急
手
当

て
の
方
法
や
医
療
機
関
の
案
内
、
突
然
の
病
気
や
ケ
ガ

に
関
す
る
相
談
か
ら
救
急
車
の
出
動
等
に
つ
い
て
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
相
談
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
大
阪
市
消
防
局
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一

日
よ
り
、
堺
、
高
石
、
東
大
阪
、
枚
方
、
寝
屋
川
、
守
口
、

門
真
、
吹
田
、
茨
木
、
摂
津
、
大
東
、
松
原
、
四
条
畷
、

交
野
、
大
阪
狭
山
の
各
市
の
消
防
本
部（
局
）と
共
同

インタビューに応じてくださった
林田消防司令
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運
営
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
名
称
も
「
大
阪
市
救
急
安
心

セ
ン
タ
ー
」
か
ら
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」

へ
と
変
更
し
、
所
管
人
口
は
大
阪
市
の
二
六
六
万
人
を

加
え
、
全
体
で
六
○
○
万
人
以
上
に
膨
れ
上
が
っ
た
。

　

開
設
の
ご
苦
労
に
つ
い
て
林
田
消
防
司
令
は
こ
う

答
え
る
。

　
「
開
設
に
際
し
て
参
考
と
し
た
の
が
『
東
京
消
防
庁

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
』
で
し
た
。
し
か
し
、
東
京
の

場
合
は
都
全
体
の
実
施
で
す
が
、
大
阪
の
場
合
は
単

独
市
町
村
で
の
実
施
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
や
配
置
人

員
の
規
模
、
看
護
師
・
医
師
の
確
保
に
は
苦
労
し
ま

し
た
。
ま
た
、
複
数
の
症
状
や
症
候
に
も
対
応
が
可

能
で
、
ど
の
看
護
師
が
対
応
し
て
も
同
じ
結
果
が
出

る
よ
う
に
救
急
医
療
相
談
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
の
点
数
化

を
行
い
ま
し
た
」

■  「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」
の
概
要

　

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
の
運
用
体
制
に
つ
い
て
は
、
大

阪
市
の
み
で
実
施
し
て
い
た
平
成
二
一
年
一
○
月
一
日

か
ら
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
に
関
し
て
は
、
医
師
一

名
、
看
護
師
二
名
、
相
談
員
三
名
で
対
応
し
て
い
た

が
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
以
後
は
広
域
化
し
た
こ
と

に
伴
い
、
最
大
で
医
師
一
名
、
看
護
師
五
名
、
相
談
員

六
名
と
な
り
、
通
信
回
線
も
四
回
線
か
ら
一
○
回
線

に
増
大
し
て
い
る
。

　
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」
内
に
常
駐
す
る

医
師
に
つ
い
て
は
、
救
急
医
ま
た
は
二
次
医
療
機
関
勤

務
医
が
、
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
救
急
外
来
の
勤
務

経
験
者
な
ど
が
務
め
て
い
る
。
ま
た
相
談
員
は
、
救

急
隊
や
指
令
経
験
者
が
中
心
と
な
り
、
全
員
が
応
急

手
当
指
導
員
な
ど
の
資
格
を
有
し
て
い
る
。

　

市
民
か
ら
の
相
談
内
容
に
関
し
て
は
、
圧
倒
的
に

小
児
の
発
熱
や
嘔
吐
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
次
に

大
人
の
発
熱
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
続
い
て
い
る
。

具
体
的
に
数
字
を
挙
げ
る
と
一
五
歳
未
満
の
相
談
が

最
も
多
く
一
万
三
、五
四
六
件
で
全
体
の
約
半
分
を
し

め
て
い
る
（
平
成
二
一
年
一
○
月
〜
平
成
二
二
年
三
月

の
合
計
）。
特
に
四
歳
以
下
の
小
児
に
関
す
る
相
談
は

八
、一
九
五
件
と
な
っ
て
い
る
（
同
期
間
合
計
）。

■  �「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」の　

      

　
開
設
の
効
果

　

奏
功
事
例
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

　
「
月
平
均
で
四
、五
件
あ
り
ま
す
。
奏
功
事
例
と
い

う
の
は
、
医
師
等
が
救
急
車
の
出
場
が
必
要
で
あ
る

と
判
断
し
、
緊
急
搬
送
・
緊
急
手
術
が
行
わ
れ
て
、

予
後
が
良
好
と
な
っ
た
事
例
で
す
。
昨
年
一
○
月
か

ら
今
年
三
月
末
ま
で
で
合
計
二
八
件
あ
り
、
多
く
は

自
覚
症
状
の
少
な
い
高
齢
者
で
し
た
。
こ
の
中
に
は
、

便
秘
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
腸
閉
塞
だ
っ
た
事
例
や
子

ど
も
が
脳
梗
塞
だ
っ
た
事
例
な
ど
が
あ
り
、
無
事
一

命
を
と
り
と
め
て
、
ご
家
族
か
ら
大
変
感
謝
を
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　

ち
な
み
に
、
昨
年
一
○
月
か
ら
今
年
三
月
ま
で
の

半
年
間
で
、
救
急
車
の
出
場
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

人
数
を
見
る
と
、
全
体
で
一
、六
四
三
人
。
そ
の
う
ち

軽
症
は
一
、一
二
○
人
で
中
等
症
は
三
七
九
人
、
重
症

以
上
は
二
人
と
な
っ
て
い
る
。

■  

今
後
の
課
題
・
展
望

　

平
成
二
三
年
度
か
ら
は
、
大
阪
府
全
域
で
の
取
り

組
み
を
目
指
す
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」

だ
が
、
そ
の
た
め
に
も
医
師
や
看
護
師
の
確
保
、
救

急
医
療
相
談
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
の
見
直
し
や
救
急
相
談

の
事
後
検
証
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
取
り
組
み
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
市

民
に
対
す
る
広
報
活
動
が
重
要
だ
が
、
大
阪
市
立
の

す
べ
て
の
小
・
中
・
高
等
学
校
に
救
急
医
療
相
談
に

関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
シ
ー
ル
を
配
布
す
る
な
ど

広
報
に
務
め
て
い
る
と
い
う
。

　

市
民
の
安
心
・
安
全
と
救
命
率
向
上
の
た
め
大
き

な
成
果
を
上
げ
た
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」。

来
年
度
以
降
は
さ
ら
に
大
き
な
目
標
を
掲
げ
、
大
阪

府
民
の
安
心
と
救
命
率
の
向
上
実
現
の
た
め
活
動
範

囲
を
広
げ
る
と
し
て
い
る
。

救急医療相談によるプロトコール判定結果
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は
じ
め
に

　

平
成
三
年
に
救
急
救
命
士
制
度
が
創
設
さ
れ
、病
院
前

救
護
拡
充
及
び
救
命
率
向
上
の
た
め
特
定
行
為
の
制
度
が

定
め
ら
れ
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、更
な
る
救
命

率
向
上
の
た
め
処
置
拡
大
が
行
わ
れ
、薬
剤
投
与
ま
で
が

可
能
な
状
況
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、更
に
病
院

前
救
護
を
強
化
し
、傷
病
者
の
救
命
率
向
上
や
後
遺
症
の

軽
減
を
は
か
る
た
め
、次
の
三
つ
の
行
為
を
救
急
救
命
士
の

処
置
範
囲
に
追
加
す
べ
く
、救
急
救
命
士
の
業
務
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
会
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
る
。
検
討
さ

れ
て
い
る
内
容
と
し
て
は
、①
血
糖
測
定
と
低
血
糖
発
作
症

例
へ
の
ブ
ド
ウ
糖
液
の
投
与
、②
重
症
喘
息
患
者
に
対
す
る

吸
入
β
２
刺
激
薬
の
使
用
、③
心
肺
停
止
前
の
静
脈
路
確

保
と
輸
液
の
実
施
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
今
回
、救
急
救
命
士
が
吸
入
β
2
刺
激
薬
を
重

症
気
管
支
喘
息
の
患
者
に
使
用
す
る
た
め
に
は
、そ
の
患
者

が
重
症
喘
息
の
発
作
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
判
断
で
き
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、気
管
支
喘
息
に
つ
き
再
度

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
と
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

1 

気
管
支
喘
息
の
概
念

　

気
管
支
喘
息
は
、広
範
囲
か
つ
種
々
の
程
度
の
気
道
の
狭

窄（
閉
塞
）と
気
道
の
炎
症
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
る
疾
患

で
、自
然
に
、あ
る
い
は
治
療
に
よ
り
可
逆
的
で
あ
る
と
定

義
さ
れ
る
。
従
来
、気
管
支
喘
息
は
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
分

類
さ
れ
、原
因
と
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
性
機
序
が
重
要
視
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、最
近
で
は
気
道
の
慢
性
炎
症
性
疾
患
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、そ
の
原
因
と
し
て
は
気

道
の
炎
症
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、治
療

法
に
も
変
化
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

2 
気
管
支
喘
息
の
疫
学

　

日
本
の
喘
息
患
者
数
は
お
お
よ
そ
、二
〇
〇
～
三
〇
〇
万

人（
全
人
口
の
約
二
～
三
％
）と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
気
管

支
喘
息
に
よ
る
死
亡（
喘
息
死
）は
近
年
治
療
法
の
進
歩
も

あ
り
、減
少
傾
向
と
な
っ
て
き
て
、人
口
一
〇
万
人
あ
た
り
、

約
五
人
ま
で
減
少
し
た
が
、そ
の
後
は
二
〇
年
近
く
横
ば
い

の
状
態
で
、現
在
も
年
間
六
、〇
〇
〇
～
七
、〇
〇
〇
人
、

毎
日
に
す
る
と
、一
六
～
一
七
人
の
人
が
喘
息
死
を
遂
げ

て
い
る
。

3 

気
管
支
喘
息
の
病
態
生
理

　

気
管
支
喘
息
は
気
管
支
の
狭
窄（
閉
塞
）に
よ
り
閉
塞
性

換
気
障
害
を
起
こ
す
疾
患
で
あ
る
。
気
管
支
の
閉
塞
機
序

と
し
て
は
お
よ
そ
三
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

①
気
管
支
平
滑
筋
の
攣
縮

②
粘
液
栓
の
形
成

③
気
管
支
粘
膜
の
器
質
的
変
化

で
あ
る
。ま
た
、気
管
支
喘
息
は
発
作
性
に
起
こ
る
疾
患
で
、

発
作
の
誘
因
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

①�

ア
レ
ル
ゲ
ン
に
対
す
る
特
異
的
免
疫
反
応

様
々
な
物
質（
花
粉
、ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
等
）に
対
す
る
即
時

型（
Ⅰ
型
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
）ア
レ
ル
ギ
ー
で
抗
体
は
IgE

抗
体
で
あ
る
。

②
非
ア
レ
ル
ギ
ー
因
子

　

刺
激
性
ガ
ス
の
吸
入
、冷
気
、気
道
の
汚
染
な
ど
。

で
あ
る
。
最
近
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、ア
レ
ル
ギ
ー
性
因

子
よ
り
も
気
道
の
炎
症
の
ほ
う
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　

発
作
を
起
こ
す
の
は
六
月
お
よ
び
九
月
に
多
く
、一
日
で

は
、夜
間
お
よ
び
早
朝
に
多
い
。

　

気
道
の
狭
窄（
閉
塞
）に
よ
る
閉
塞
性
換
気
障
害
は
呼

気
の
障
害（
呼
息
障
害
）が
あ
る
わ
け
で
あ
り
、症
状
、所
見

は
全
て
呼
気
相
に
認
め
ら
れ
る
。
肺
の
病
変
は
ど
の
部
分

も
同
様
で
は
な
く
、部
分
、部
分
で
異
な
っ
て
い
る
。
正
常

な
換
気
が
行
わ
れ
て
い
る
正
常
換
気
部
分
、気
道
が
完
全

に
閉
塞
さ
れ
て
し
ま
っ
て
含
気
が
全
然
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

喘
息
発
作
と

吸
入
β
2
刺
激
薬
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た
無
気
肺
部
分
、気
道
の
狭
窄
に
よ
り
過
膨
張
と
な
っ
て
い

る
過
膨
張
部
分
な
ど
こ
れ
ら
の
部
分
が
混
在
し
て
存
在
す

る
。
そ
の
た
め
、換
気
・
血
流
不
均
等
分
布
が
増
大
し
、そ
の

結
果
低
酸
素
血
症
と
な
る
。

4 

気
管
支
喘
息
の
発
作
重
症
度
分
類

　

気
管
支
喘
息
の
重
症
度
を
把
握
す
る
た
め
に
重
症
度
分

類
に
つ
き
熟
知
し
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
気
管

支
喘
息
の
重
症
度
分
類
に
も
様
々
あ
り
、リ
ウ
マ
チ
・
ア
レ

ル
ギ
ー
情
報
セ
ン
タ
ー
の
気
管
支
喘
息
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、症
状
の
程
度
と
ピ
ー
ク
フ
ロ
ー
値
か
ら
四
段
階
に
分
類

し
た
重
症
度
分
類
を
使
用
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
が
、救

急
隊
員
に
と
り
、ピ
ー
ク
フ
ロ
ー
値
の
変
化
を
知
り
得
る
こ

と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、症
状
か
ら
の
み
重
症
度

を
分
類
す
る
方
法
を
提
示
し
て
お
こ
う
。

　

気
管
支
喘
息
の
発
作
の
重
症
度
を
症
状
か
ら
、

１
．
軽
度
発
作

２
．
中
等
度
発
作

３
．
高
度
発
作

４
．
重
篤
症

の
四
段
階
に
分
類
す
る
。
こ
の
う
ち
重
篤
症
は
他
の
重
症

度
で
は
認
め
ら
れ
な
い
特
殊
な
随
伴
症
状
を
伴
う
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、心
停
止
、チ
ア
ノ
ー
ゼ
、意
識
障
害（
失
禁
）

な
ど
で
あ
る
。
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
症
状
が
起
座
呼
吸

の
有
無
で
あ
る
。
起
座
呼
吸
が
存
在
し
な
け
れ
ば
そ
の
発

作
は
軽
度
発
作
で
あ
る
。
あ
と
は
、中
等
度
発
作
と
高
度

発
作
の
違
い
で
あ
る
が
、そ
れ
は
身
体
運
動
制
限
の
違
い

で
あ
る
。
高
度
発
作
で
は
全
く
身
動
き
で
き
な
い
。
そ
れ

に
対
し
中
等
度
発
作
で
は
か
ろ
う
じ
て
自
力
で
ト
イ
レ
ま

で
い
か
れ
る
程
度
の
状
態
で
あ
る
。

　

更
に
発
作
性
に
起
こ
る
疾
患
で
は
よ
く
発
作
重
責
状

態
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
が
、気
管
支
喘
息
の
発
作
重

責
状
態
の
定
義
と
し
て
は
、発
作
の
重
症
度
に
か
か
わ
り

な
く
、発
作
が
二
四
時
間
以
上
継
続
し
て
い
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。

5 

気
管
支
喘
息
の
症
状

　

気
管
支
喘
息
は
呼
気
の
障
害
で
あ
り
症
状
の
多
く
は
呼

気
時
に
認
め
ら
れ
る
。

①�

頑
固
な
咳
発
作
で
、多
く
は
乾
性
咳
そ
う
で
あ
り
、喀
痰

は
少
な
い
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、重
症
発
作
の
改
善
期

に
は
粘
液
栓
が
喀
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

②�

呼
気
性
喘
鳴
が
あ
り
聴
診
器
な
し
で
も
聞
こ
え
る
。
笛

声
音
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
。
呼
気
の
障
害
で
あ
る
か
ら

呼
気
の
延
長
が
認
め
ら
れ
、そ
の
表
現
と
し
て
口
す
ぼ
め

呼
吸
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

③
胸
部
聴
診
で
乾
性
ラ
音
を
聴
取
す
る
。

④�
サ
イ
レ
ン
ト
・
チ
ェ
ス
ト
、こ
れ
は
喘
息
発
作
経
過
中
に

突
然
乾
性
ラ
音
や
呼
気
性
喘
鳴
な
ど
呼
吸
性
雑
音
が

聴
取
で
き
な
く
な
る
も
の
を
さ
す
。
こ
れ
は
喘
息
発
作

の
改
善
を
示
す
の
で
は
な
く
、狭
窄
の
悪
化
に
よ
り
呼

吸
性
雑
音
す
ら
聴
取
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
あ
り
、悪

化
を
示
す
サ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

更
に
呼
気
性
呼
吸
困
難
を
示
し
、呼
吸
困
難
の
強
い
例

で
は
陥
没
呼
吸
を
示
す
。

6 

理
学
的
所
見
に
よ
る
重
症
度
判
定

　

重
症
度
分
類
に
よ
り
重
症
度
を
判
定
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、理
学
的
所
見
に
よ
り
重
症
と
判
断
す
る
根

拠
と
し
て
は
、以
下
に
示
す
も
の
が
考
え
得
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
吸
入
β
２
刺
激
薬
の
使
用
を
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

①
脈
拍
：
一
二
〇
～
一
三
〇
／
min
以
上

②
起
座
呼
吸
の
存
在

③
呼
吸
数
：
二
五
／
min
以
上

④
チ
ア
ノ
ー
ゼ

⑤
意
識
障
害

で
あ
る
。

7 

治 

療

　

気
管
支
喘
息
の
治
療
は
言
う
ま
で
も
な
く
薬
物
療
法
が

中
心
と
な
る
。
気
管
支
喘
息
の
薬
物
療
法
に
つ
い
て
概
説

を
加
え
る
。

１
．
吸
入
β
２
刺
激
薬

　

こ
の
薬
剤
が
今
回
処
置
拡
大
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
薬

剤
で
あ
る
。
交
感
神
経
作
動
薬
で
あ
り
、特
に
β
２
刺
激

を
有
す
る
薬
物
で
あ
る
。
従
来
β
刺
激
薬
は
β
１
、β
２

の
両
方
の
刺
激
を
も
つ
薬
物
で
あ
っ
た
が
、β
１
の
作
用
を

極
力
少
な
く
し
た
β
２
刺
激
薬
が
開
発
さ
れ
る
に
至
り
大

き
な
進
歩
を
と
げ
た
。
β
１
刺
激
は
心
臓
に
対
す
る
作
用

で
、心
収
縮
力
の
増
強
作
用
と
心
拍
数
増
加
作
用
を
示
す

が
、気
管
支
喘
息
に
必
要
な
作
用
は
β
２
作
用
だ
け
で
あ

り
、β
１
作
用
は
気
管
支
喘
息
患
者
に
と
っ
て
は
副
作
用

で
し
か
な
い
。
β
２
作
用
に
よ
り
気
管
支
平
滑
筋
が
弛
緩

し
気
管
支
拡
張
作
用
が
得
ら
れ
る
。

 

今
回
処
置
拡
大
と
し
て
短
時
間
作
用
性
吸
入
β
２
刺
激

薬（
S
A
B
A
）の
使
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
理
由
と
し
て

は
以
下
に
挙
げ
る
こ
と
に
よ
る
。

①�

重
症
喘
息
を
疑
う
患
者
に
対
す
る
S
A
B
A
の
吸
入

投
与
は
、手
技
が
簡
便
で
、少
量
の
薬
剤
で
攣
縮
し
た
気
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管
支
平
滑
筋
に
直
接
作
用
し
て
急
速
に
気
管
支
を
拡
張

さ
せ
る
こ
と
か
ら
、喘
息
発
作
時
の
第
一
選
択
の
治
療

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

②�

重
症
発
作
で
も
心
肺
機
能
が
維
持
さ
れ
救
急
医
療
機
関

に
搬
送
さ
れ
た
場
合
は
、救
命
率
が
高
ま
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③�

発
作
中
の
S
A
B
A
の
吸
入
は
、重
症
発
作
時
に
完
全

閉
塞
し
て
い
る
細
気
管
支
へ
の
S
A
B
A
の
沈
着
は

期
待
で
き
な
い
が
、気
管
支
の
攣
縮
は
前
述
し
た
よ
う

に
肺
内
で
一
様
に
生
じ
る
わ
け
で
は
な
く
、閉
塞
部
位

も
変
化
す
る
の
で
、吸
入
に
よ
り
、発
作
の
寛
解
を
得
る

の
に
不
十
分
で
あ
っ
て
も
、開
存
し
て
い
る
気
管
支
へ
の

薬
剤
沈
着
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、口
腔
、気
管
に
沈
着

し
た
S
A
B
A
が
粘
膜
か
ら
吸
収
さ
れ
気
道
に
到
達

し
、効
果
が
発
現
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

④�

以
上
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
・
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

医
師
の
具
体
的
指
示
下
、重
症
喘
息
発
作
に
よ
る
死
亡

を
減
少
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
期
待
で
き
る
。

な
ど
で
あ
る
。

　

し
か
し
、喘
息
死
の
一
部
は
交
感
神
経
刺
激
薬
や
気
管
支

拡
張
薬
の
過
量
投
与
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
気
管
支
喘
息
の
発
作
で

あ
る
こ
と
が
確
実
で
、必
要
十
分
量
の
薬
剤
が
投
与
で
き
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、過
量
投
与
と
な
ら
な
い
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
気
管
支
喘
息
に
お
け
る
知
識

を
確
実
に
し
て
お
く
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
薬
剤
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て

は
、メ
プ
チ
ン
Ⓡ
、サ
ル
タ
ノ
ー
ル
Ⓡ
な
ど
が
あ
り
、副
作
用

と
し
て
は
、頭
痛
、頻
脈
、め
ま
い
、振
戦
、重
篤
な
低
カ
リ
ウ

ム
血
症
、上
室
性
期
外
収
縮
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
兆
候
が
出
現
し
た
な
ら
ば
直
ち
に
投
与
中

止
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
．
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
皮
下
注
射

　

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
も
交
感
神
経
作
動
薬
で
あ
り
、α
、β
の

両
作
用
を
有
す
る
。
〇・一
％
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
〇・二
～

〇・三
㎖
皮
下
注
射
す
る
。
発
作
軽
快
ま
で
二
〇
分
毎
反
復

投
与
可
能
で
あ
る
。
期
待
で
き
る
効
果
と
し
て
は
、①
β
２

作
用
に
よ
る
気
管
支
拡
張
作
用
、②
α
作
用
に
よ
る
気
管

支
粘
膜
の
浮
腫
除
去
作
用
で
あ
る
。

３
．
気
管
支
拡
張
薬（
テ
オ
フ
ィ
リ
ン
）

　

安
全
域
の
狭
い
薬
剤
で
中
毒
作
用
を
起
こ
し
や
す
い
。

そ
の
た
め
、血
中
濃
度
モ
ニ
タ
ー
下
で
の
投
与
が
望
ま
し
い
。

こ
の
薬
剤
も
過
量
投
与
が
喘
息
死
の
原
因
と
な
り
得
る
。

４
．
ス
テ
ロ
イ
ド

　

気
管
支
喘
息
の
治
療
薬
と
し
て
は
現
在
最
も
重
要
と

さ
れ
て
い
る
薬
剤
で
あ
る
。
強
力
な
抗
炎
症
作
用
と
抗
ア

レ
ル
ギ
ー
作
用
を
併
せ
持
つ
。
投
与
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
遅

延
や
投
与
量
の
不
足
は
絶
対
避
け
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。

気
管
支
喘
息
に
は
積
極
的
に
投
与
す
べ
き
薬
剤
で
あ
り
、

吸
入
β
２
刺
激
薬
や
気
管
支
拡
張
薬
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
、

投
与
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
遅
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
ス
テ
ロ
イ
ド
の
大
き
な
欠
点

と
し
て
効
果
の
発
現
が
遅
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
効
果

発
現
に
お
よ
そ
六
時
間
か
か
る
。

５
．
酸 

素

　

低
酸
素
血
症
の
明
ら
か
な
も
の
に
対
し
酸
素
投
与
が

必
要
と
な
る
。

Spo2
九
五
％
を
目
標
に
酸
素
投
与
が
必
要

で
あ
る
。

 　

ま
た
、低
酸
素
血
症
は
気
管
支
平
滑
筋
の
収
縮
を
悪
化

さ
せ
る
因
子
と
な
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
悪
循

環
を
断
ち
切
る
た
め
に
は
で
き
る
限
り
低
酸
素
状
態
を
改

善
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

8 �

救
急
救
命
士
が
S
A
B
A
吸
入
投
与
を　

行
う
と
考
え
ら
れ
る
患
者

　

救
急
救
命
士
が
S
A
B
A
の
吸
入
投
与
を
行
う
と
考

え
ら
れ
る
傷
病
者
は
、以
下
の
場
合
に
該
当
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

①�

S
A
B
A
の
処
方
歴
が
あ
り
、重
症
な
副
作
用
を
認
め

て
い
な
い
。

②
喘
鳴
を
伴
う
呼
吸
困
難
、陥
没
呼
吸
を
認
め
る
。

③
Spo2
九
五
％
以
下（
大
気
下
）

④�

救
急
隊
現
着
時
よ
り
二
〇
分
以
内
に
S
A
B
A
の
吸
入

を
し
て
い
な
い
こ
と
。

な
ど
が
条
件
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

9 

最
後
に

　

処
置
拡
大
で
S
A
B
A
の
吸
入
の
使
用
が
認
め
ら
れ
、

そ
れ
が
喘
息
死
の
救
命
率
向
上
に
寄
与
で
き
れ
ば
大
き

な
進
歩
と
な
り
、救
急
救
命
士
に
対
す
る
期
待
も
更
に
大

き
な
も
の
と
な
り
、こ
の
先
更
に
処
置
拡
大
が
進
む
こ
と

と
な
ろ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
気
管
支
喘
息
の
病
態
生
理
の
確
実
な
知

識
の
習
得
と
S
A
B
A
の
適
応
、副
作
用
等
々
を
確
実
な

知
識
と
し
て
自
分
の
も
の
と
し
て
お
い
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
医
療
職
と
な
っ
た
救
急
救
命
士
は
そ
の
職

に
あ
る
間
、常
に
自
己
研
鑚
が
求
め
ら
れ
る
。
常
に
高
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
、常
に
前
向
き
な
姿
勢
で
努
力

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。
救
急
救
命
士
諸
君
の
健
闘
を

祈
り
、ペ
ン
を
置
く
。



基
礎
医
学
講
座

Ⅱ

17 第24号

1 

は
じ
め
に

　

意
識
障
害
を
呈
す
る
傷
病
者
と
接
し
た
際
に
、低
血

糖
は
必
ず
鑑
別
疾
患
と
し
て
考
慮
し
な
く
て
は
い
け

な
い
病
態
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

平
成
二
一
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
に
お
け
る

「
救
急
医
療
体
制
の
推
進
に
関
す
る
研
究
」に
お
い

て「
救
急
救
命
士
に
よ
る
救
急
救
命
処
置
に
関
す
る
研

究
」（http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/shingi/2010/02/
s0201-4.htm

l

）が
行
わ
れ
て
お
り
、こ
の
研
究
の
中

で
、意
識
障
害
を
認
め
る
傷
病
者
に
対
す
る
血
糖
測

定
と
低
血
糖
の
補
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
低
血
糖

測
定
お
よ
び
低
血
糖
の
補
正
を
救
急
救
命
士
が
行
う

こ
と
に
よ
る
有
効
性（
予
後
改
善
の
客
観
的
な
効
果
）

に
つ
い
て
は
、現
状
で
は
臨
床
情
報
が
十
分
で
な
い

た
め
判
断
が
困
難
で
あ
る
が
、重
度
の
後
遺
症
を
回

避
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、病
院
前
救
護
に
お
い
て
血
糖
測
定
が
行
え
れ
ば
、

脳
卒
中
等
と
の
鑑
別
が
で
き
、よ
り
適
切
な
搬
送
先

医
療
機
関
を
選
択
で
き
る
の
で
、高
度
な
救
命
救
急

医
療
機
関
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
、救
急
医
療
の

現
場
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
こ
と
の
方
が
実
質
的
な
効

果
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。（1）

　

こ
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
て
い
る
中
、今
一
度
、低

血
糖
に
つ
い
て
の
知
識
を
整
理
し
て
い
た
だ
き
、現

場
活
動
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

2 

低
血
糖
と
は

　

種
々
の
原
因
に
よ
り
血
液
中
の
グ
ル
コ
ー
ス
濃
度

が
低
下
し
、神
経
組
織
の
糖
欠
乏
に
よ
り
症
状
を
き

た
す
状
態
で
あ
る
。

3 

低
血
糖
の
原
因

　

最
も
多
い
の
は
、糖
尿
病
患
者
で
の
抗
糖
尿
病
薬

（
イ
ン
ス
リ
ン
、経
口
血
糖
降
下
剤
）の
使
用
下
で
の

食
事
摂
取
不
良
や
過
量
投
与
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
原
因
と
し
て
は
、飢
餓
、ア
ル
コ
ー
ル
、イ
ン

ス
リ
ン
産
生
腫
瘍（
イ
ン
ス
リ
ノ
ー
マ
）、感
染
症
、敗

血
症
、低
体
温
、肝
不
全
な
ど
の
全
身
疾
患
が
あ
る
。

4 

低
血
糖
の
疫
学

　

低
血
糖
が
糖
尿
病
患
者
の
死
亡
や
重
度
の
中
枢
神

経
系
障
害
発
症
と
関
連
す
る
こ
と
は
以
前
か
ら
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、わ
が
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

頻
度
で
低
血
糖
が
死
亡
や
後
遺
症
と
関
連
し
て
い
る

か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
行
わ
れ
る
調
査
で
も
糖

尿
病
患
者
の
医
療
機
関
利
用
者
数
の
調
査
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、低
血
糖
の
患
者
の
調
査
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。

　

私
が
以
前
に
勤
務
し
て
い
た
福
岡
赤
十
字
病
院

（
福
岡
市
南
区
大
楠
）の
デ
ー
タ
で
は
、二
〇
〇
八
年

四
月
一
日
か
ら
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
二

年
間
に
一
一
、〇
一
三
台
の
救
急
車
搬
送
を
受
け
入

れ
て
き
た
。
そ
の
う
ち
、一
九
二
例（
一
・
七
四
％
）が

低
血
糖
と
診
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、救
急
外

来
か
ら
帰
宅
さ
れ
た
方
が
一
五
一
例（
七
八
・
六
％
）、

救
急
外
来
か
ら
入
院
と
な
っ
た
の
が
四
〇
例

（
二
〇
・
八
％
）で
あ
り
、心
肺
停
止
状
態
で
搬
送
と

な
っ
た
一
例（
〇
・
五
二
％
）が
死
亡
と
な
っ
て
い
る
。

低
血
糖
が
、こ
の
心
肺
停
止
の
直
接
的
な
原
因
で

あ
っ
た
か
否
か
は
特
定
で
き
て
い
な
い
。

5 

低
血
糖
の
病
態

　

通
常
、グ
ル
コ
ー
ス
は
三
通
り
の
方
法
で
血
中
に

入
る
。
①
炭
水
化
物
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
消
化

管
か
ら
吸
収
さ
れ
る
も
の
、②
肝
臓
に
貯
蔵
し
て
い

る
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
を
分
解
し
血
中
に
放
出
さ
れ
る

も
の
、③
ア
ミ
ノ
酸
を
基
質
と
す
る
糖
新
生
に
よ
り

救急救命九州研修所教授

田中 仁

低
血
糖
に
つ
い
て
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肝
臓
で
生
合
成
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　

成
人
で
は
、七
〇
ｇ
の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
を
肝
臓
に
貯

蔵
し
、二
四
～
四
八
時
間
は
血
中
に
グ
ル
コ
ー
ス
を
放

出
す
る
。
四
八
時
間
以
上
炭
水
化
物
の
摂
取
が
な
い

時
間
が
続
く
と
、次
第
に
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
は
枯
渇
し
、

血
糖
の
維
持
は
糖
新
生
に
依
存
す
る
。
糖
新
生
が
維

持
さ
れ
る
に
は
、基
質
と
な
る
十
分
な
ア
ミ
ノ
酸
に

く
わ
え
、こ
れ
ら
を
グ
ル
コ
ー
ス
に
変
換
す
る
た
め
に

必
要
な
肝
臓
お
よ
び
腎
細
胞
の
機
能
、さ
ら
に
こ
の

変
換
促
進
に
必
要
な
グ
ル
カ
ゴ
ン
や
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル

な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
維
持
が
必
要
で
あ
る
。

　

血
糖
値
が
六
八
㎎
／
dL
で
グ
ル
カ
ゴ
ン
、ア
ド
レ

ナ
リ
ン
の
分
泌
が
始
ま
り
、六
六
㎎
／
dL
で
成
長
ホ

ル
モ
ン
、五
五
㎎
／
dL
で
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
の
分
泌
が

開
始
さ
れ
血
糖
の
維
持
を
図
ろ
う
と
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、血
糖
値
を
維
持
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

調
節
機
構
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
低
血
糖
は
、

こ
れ
ら
の
調
節
機
構
を
も
っ
て
し
て
も
防
ぐ
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
重
篤
な
状
態
と
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
。

6 

低
血
糖
の
症
状

（2）

　

低
血
糖
の
お
も
な
臨
床
症
状
を
表
１
に
ま
と

め
た
。

　

大
き
く
分
け
る
と
①
交
感
神
経
亢
進
に
よ
る
症

状
、②
中
枢
神
経
の
糖
欠
乏
に
よ
る
症
状
に
分
け
ら

れ
る
。

　

こ
の
う
ち
、①
交
感
神
経
亢
進
症
状
の
中
に
あ
る

蒼
白
、発
汗
な
ど
は
現
場
で
も
よ
く
遭
遇
す
る
症
状

と
思
わ
れ
る
。

　

②
中
枢
神
経
の
糖
欠
乏
に
よ
る
症
状
で
は
、あ
た

か
も
脳
血
管
障
害
を
想
定
す
る
よ
う
な
症
状
が
含
ま

れ
る
。
私
の
臨
床
経
験
で
も
こ
の
よ
う
な
脳
血
管
障

害
を
疑
う
よ
う
な
症
状
を
持
つ
低
血
糖
症
例
を
幾
度

と
な
く
経
験
し
た
。
頻
繁
に
起
こ
る
と
は
言
え
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、決
し
て
稀
で
あ
る
と
も
言
え
な

い
と
感
じ
る
。
中
に
は
瞳
孔
不
同
を
呈
し
て
い
た
低

血
糖
症
例
も
経
験
し
た
が
、こ
れ
は
稀
で
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、意
識
障
害
出
現
後
も
長
時
間
低
血
糖
状
態

に
さ
ら
さ
れ
る
と
遷
延
す
る
意
識
障
害
を
引
き
起
こ

す
こ
と
と
な
り
重
篤
な
後
遺
症
を
残
す
こ
と
も
あ

る
。
こ
の
時
の
血
糖
値
、症
状
発
現
か
ら
の
時
間
に

関
す
る
統
一
し
た
見
解
は
残
念
な
が
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
は
、低
血
糖
に
よ
っ
て
心
肺
停
止
に
至
る

こ
と
も
あ
る
こ
と
は
、十
分
に
御
承
知
い
た
だ
き
た

い
こ
と
で
あ
る
。
低
血
糖
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

た
心
肺
停
止
の
場
合
、心
電
図
波
形
は
無
脈
性
電
気

活
動（Pulseless Electrical A

ctivity
; PEA

）を

呈
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
Ｐ
Ｅ
Ａ
で
あ
れ
ば
、

原
因
を
除
去
す
る
こ
と
で
自
己
心
拍
再
開
の
期
待
を

持
て
る
状
態
で
あ
る
。
低
血
糖
も
そ
の
原
因
の
一
つ

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
と
思
う

が
、今
一
度
復
習
の
意
味
も
込
め
表
２

（3）

に
Ｐ
Ｅ
Ａ

の
主
な
原
因
を
ま
と
め
る
。
こ
の
よ
う
な
表
を
一
度

は
見
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
出
動
現
場
に
て
Ｐ

Ｅ
Ａ
状
態
の
心
肺
停
止
症
例
の
際
に
は
、こ
の
よ
う

な
原
因
が
頭
に
浮
か
べ
ら
れ
、観
察
所
見
や
病
態
が

整
理
で
き
る
よ
う
に
望
ん
で
や
ま
な
い
。

　

私
の
福
岡
赤
十
字
病
院
で
の
経
験
で
は
、前
述
の

期
間
に
低
血
糖
と
診
断
さ
れ
た
傷
病
者
の
主
訴
別

の
統
計
に
よ
る
と
、意
識
障
害
が
圧
倒
的
に
多
く

一
四
六
例（
七
六
・
〇
％
）、つ
い
で
四
肢
の
脱
力
、け

い
れ
ん
、構
音
障
害
と
い
っ
た
脳
血
管
障
害
を
疑
う

よ
う
な
も
の
が
二
三
例（
一
二
％
）、動
悸
、冷
汗
と

い
っ
た
交
感
神
経
亢
進
症
状
が
五
例（
二
・
六
％
）で

あ
っ
た
。

7 

低
血
糖
の
診
断

　

ま
ず
は
病
歴
の
聴
取
が
大
切
で
あ
る
。
糖
尿
病
の

既
往
や
抗
糖
尿
病
薬
の
使
用
な
ど
に
つ
い
て
聴
取
す

交感神経亢進による症状 蒼白、発汗、動悸、脈圧拡大、悪心、
不安、空腹感など

中枢神経の糖欠乏による症状
思考障害、行動異常、頭痛、知覚障害、
視力低下、片麻痺、失語症、低体温、
痙攣発作、意識障害、昏睡など

表 1　低血糖の臨床症状

表 2　PEA の主な原因

循環血液量減少 （Hypovolemia） 毒物 （Toxins）

低酸素症 （Hypoxia） 心タンポナーデ （Tamponade）

水素イオン （Hydrogenion）
（アシドーシス） 緊張性気胸 （Tension pneumothorax）

高 /低カリウム血症 
（Hyper-/Hypokalemia） 血栓症 （Thrombosis）

低血糖 （Hypoglycemia） 外傷 （Trauma）

低体温 （Hypothermia）
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る
。
抗
糖
尿
病
薬
に
は
作
用
時
間
が
長
い
も
の
も
あ

る
た
め
、可
能
な
限
り
薬
剤
名
ま
で
聴
取
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
ま
た
、傷
病
者
に
よ
っ
て
は
、頻
回
に

低
血
糖
を
起
こ
さ
れ
て
い
る
傷
病
者
も
お
り
、傷
病

者
か
ら
の
情
報
が
重
要
な
場
合
も
あ
る
。
病
歴
聴
取

や
前
述
の
交
感
神
経
亢
進
に
よ
る
症
状
が
み
ら
れ
、

低
血
糖
の
疑
い
が
持
た
れ
た
な
ら
ば
、簡
易
血
糖
検

査
を
行
い
数
秒
か
ら
数
十
秒
で
診
断
可
能
で
あ
る
。

　

病
歴
聴
取
が
不
能
な
意
識
障
害
を
呈
し
て
い
る
例

で
は
、気
道
、呼
吸
、脈
拍
と
い
っ
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
確
保

に
始
ま
り
、意
識
障
害
の
鑑
別
を
行
っ
て
い
く
。
こ

の
中
で
低
血
糖
を
必
ず
鑑
別
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
意
識
障
害
の
鑑
別
の
中
で
も
簡
易
血
糖
測
定
に

て
容
易
に
で
き
る
検
査
で
あ
る
。

　

簡
易
血
糖
測
定
装
置
は
、短
時
間（
数
秒
か
ら
数

十
秒
）で
か
つ
検
査
に
必
要
な
血
液
量
も
極
少
量

（
〇
・
三
〜
〇
・
六 

μℓ
）で
可
能
な
た
め
、容
易
に
で
き

る
検
査
で
あ
る
。
測
定
範
囲
は
、機
種
に
よ
り
こ
と

な
る
が
概
ね
二
〇
～
五
〇
〇 

㎎
／
dL
の
範
囲
で
あ

り
、そ
れ
以
下
で
あ
れ
ば「
Ｌ
Ｏ
Ｗ
」あ
る
い
は「
Ｌ
」

と
、そ
れ
以
上
で
あ
れ
ば「
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
」
あ
る
い
は

「
Ｈ
」
と
表
示
さ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

自
分
が
使
用
す
る
装
置（
資
機
材
）の
仕
様
を
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、医
療
従
事
者
に
と
っ
て

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

大
切
な
の
は
、低
血
糖
を
疑
い
鑑
別
を
し
、検
査
を

実
施
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
疑
い
を
持
た
な
け

れ
ば
、い
つ
ま
で
た
っ
て
も
診
断
に
到
達
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

一
方
、病
院
前
救
護
の
場
で
低
血
糖
で
あ
る
と
い

う
診
断
を
確
定
す
る
の
は
、現
状
で
は
他
の
疾
患
と

同
様
に
困
難
で
あ
る
。Japan Com

a Scale

（JCS

）

に
て
Ⅱ
～
Ⅲ
の
意
識
障
害
を
呈
す
る
よ
う
な
例
で

は
、病
歴
聴
取
を
十
分
に
行
う
こ
と
も
困
難
と
な
る

で
あ
ろ
う
し
、前
述
の
よ
う
に
脳
血
管
障
害
を
疑
う

よ
う
な
症
状
が
出
現
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
場
合
、現
状
で
は
脳
血
管
障
害
を
念
頭
に
お
い

た
現
場
活
動
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

病
歴
な
ど
か
ら
低
血
糖
の
可
能
性
が
疑
わ
れ
た
と

し
て
も
、脳
血
管
障
害
を
否
定
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
た
め
、脳
血
管
障
害
が
対
応
可
能
な
病
院
選
定
に

な
る
た
め
で
あ
る
。
今
後
、救
急
救
命
士
の
処
置
拡

大
で
血
糖
測
定
が
可
能
と
な
れ
ば
、現
場
活
動
も
変

わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

8 

低
血
糖
の
初
期
治
療

　

抗
糖
尿
病
薬
を
使
用
し
て
い
る
傷
病
者
の
中
に

は
、自
宅
に
て
簡
易
血
糖
検
査
装
置
を
持
っ
て
い
る

方
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、繰
り
返
し
低
血
糖
症
状

が
出
現
す
る
傷
病
者
は
、症
状
発
現
時
に『
低
血
糖

だ
』と
自
覚
す
る
傷
病
者
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
傷
病
者
の
中
に
は
、自
分
で
ス
テ
ィ
ッ

ク
シ
ュ
ガ
ー
や
ブ
ド
ウ
糖
を
含
ん
だ
ジ
ュ
ー
ス
を
飲

む
こ
と
で
症
状
が
軽
減
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
。

　

病
院
内
で
低
血
糖
と
診
断
さ
れ
た
ら
、た
だ
ち
に

経
静
脈
的
に
グ
ル
コ
ー
ス
の
投
与
を
行
う
。
低
血
糖

で
あ
れ
ば
速
や
か
に
症
状
は
消
失
す
る
。
し
か
し
、

低
血
糖
状
態
が
長
時
間
続
い
た
た
め
に
引
き
起
こ
さ

れ
る
遷
延
性
意
識
障
害
の
場
合
は
グ
ル
コ
ー
ス
投
与

で
も
改
善
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合

は
、言
う
ま
で
も
な
く
他
の
意
識
障
害
の
鑑
別
を
並

行
し
て
行
っ
て
い
く
。

9 

最
後
に

　

今
後
、救
急
救
命
士
の
処
置
拡
大
が
現
実
の
も
の

と
な
り
、血
糖
値
の
測
定
お
よ
び
低
血
糖
の
補
正
を

病
院
前
救
護
の
段
階
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
し
て
も
、現
在
の
現
場
活
動
の
内
容
を
大
き
く
方

向
修
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。
普
段
か
ら
意
識
障
害
の
原
因
と

し
て
必
ず
鑑
別
に
あ
げ
、考
え
た
現
場
活
動
が
出
来

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
中
で
記
載
し
て
い
る
福
岡
赤
十
字
病
院
で
の

記
録
は
、単
一
施
設
に
お
け
る
記
録
で
あ
る
た
め
必

ず
し
も
低
血
糖
全
体
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

10 
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岡
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岡
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『
君
達
、
今
が
一
番
の
ピ
ー
ク
！　

二
〇
〇
名
の

中
の
約
二
割
強
が
現
状
維
持
。
約
七
割
強
が
後
は

下
り
坂
を
転
が
る
よ
う
に
知
識
も
薄
れ
、
使
わ
な

い
手
技
や
技
術
も
衰
え
る
一
方
だ
。
数
パ
ー
セ
ン

ト
し
か
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
な
い
。
数
年
後
に
は
結

果
が
は
っ
き
り
す
る
。
君
達
は
残
れ
る
か
？
』

　

こ
の
言
葉
は
、
私
が
平
成
一
六
年
三
月
、
エ
ル

ス
タ
九
州
一
八
期
生
と
し
て
卒
業
す
る
時
に
、
あ

る
教
授
か
ら
頂
い
た
、
叱
咤
、
激
励
の
言
葉
で
す
。

　

そ
の
後
、
私
は
教
授
の
言
葉
を
思
い
出
す
こ
と

も
な
く
、
救
急
救
命
士
・
救
急
係
長
と
し
て
現
場

や
病
院
ま
た
地
域
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
等
の
研
修
、
気

管
挿
管
に
伴
う
消
防
学
校
入
校
と
三
〇
症
例
の
た

め
の
病
院
実
習
と
一
瞬
で
三
年
が
経
過
し
、
平
成

一
九
年
五
月
、
薬
剤
投
与
追
加
講
習
二
期
生
と
し

て
再
び
エ
ル
ス
タ
九
州
に
入
校
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

薬
剤
投
与
追
加
講
習
を
受
講
す
る
も
の
は
全
国

の
救
急
救
命
士
の
中
で
も
隊
長
ク
ラ
ス
の
ベ
テ
ラ

ン
ば
か
り
、
当
然
現
場
経
験
も
豊
富
で
、
特
定
行

為
を
始
め
気
管
挿
管
も
多
く
経
験
し
て
い
る
。
学

ぶ
こ
と
も
多
く
、
楽
し
み
な
研
修
に
な
る
と
心
は

躍
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
初
の
実
習
で
目
に
し
た
も
の
は
Ｂ

Ｖ
Ｍ
が
押
せ
な
い
。
ル
ー
ト
確
保
が
で
き
な
い
。

「
人
形
と
生
体
は
違
う
」
と
い
う
言
葉
が
む
な
し
く

聞
こ
え
ま
し
た
。
薬
剤
投
与
追
加
講
習
に
入
校
し

た
大
半
の
救
急
救
命
士
が
ル
ー
ト
確
保
は
殆
ど
し

た
こ
と
が
な
い
。
気
管
挿
管
に
い
た
っ
て
は
、
数

名
し
か
現
場
で
の
経
験
が
な
い
と
の
回
答
に
愕
然

と
し
ま
し
た
。
こ
の
光
景
を
目
に
し
た
私
は
、
あ

る
教
授
の
『
君
達
、
今
が
一
番
の
ピ
ー
ク
！
』
と

い
う
言
葉
が
頭
の
中
に
鮮
明
に
よ
み
が
え
っ
て
き

ま
し
た
。
救
急
救
命
士
暦
三
年
の
私
に
で
き
る
こ

と
が
、
救
急
救
命
士
暦
一
〇
年
を
超
え
る
ベ
テ
ラ

ン
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
で
き
な
い
。
悲
し
い
現
実
。

で
き
な
い
光
景
を
目
に
す
る
と
流
石
に
肯
定
す
る

し
か
な
い
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。　

　

で
も
、
流
石
は
全
国
の
猛
者
達
、
毎
日
の
訓
練

や
研
修
、
夜
遅
く
ま
で
の
意
見
交
換
や
議
論
に
よ

り
、
入
校
当
時
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い

格
段
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
洗
練
さ
れ
た
本
来
在

る
べ
き
ベ
テ
ラ
ン
救
急
救
命
士
の
姿
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

私
が
エ
ル
ス
タ
九
州
で
約
一
ヶ
月
間
学
ん
だ
こ

と
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
技
術
を
再
確
認
し
、
自

分
自
身
を
心
か
ら
見
つ
め
直
す
上
で
は
、
絶
対
に

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
し
た
。
こ
の
姿
こ
そ
が
、

養
成
課
程
と
は
違
っ
た
薬
剤
投
与
追
加
講
習
の
本

来
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
と
理
解
し
ま
し
た
。

　

薬
剤
投
与
追
加
講
習
が
終
了
し
て
し
ま
う
と
、

本
当
の
意
味
で
再
教
育
の
場
所
が
無
く
な
り
ま

す
。
各
地
域
Ｍ
Ｃ
の
取
り
組
み
や
各
消
防
本
部
で

の
対
応
に
よ
り
今
以
上
に
格
差
が
生
じ
ま
す
。
エ

ル
ス
タ
九
州
は
救
急
救
命
士
達
の
聖
地
と
し
て
、

薬
剤
投
与
追
加
講
習
終
了
後
も
救
急
救
命
士
再
教

育
を
是
非
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
薬

剤
投
与
追
加
講
習
か
ら
三
年
が
過
ぎ
、
あ
る
教
授

の『
君
達
、
今
が
一
番
の
ピ
ー
ク
！
』
の
言
葉
を
今

一
度
、
思
い
出
す
立
場
に
な
り
、
数
パ
ー
セ
ン
ト

に
残
れ
る
よ
う
初
心
を
忘
れ
ず
前
に
進
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
自
分
の
た
め
、い
や
住
民
の
た
め
に
！

『
君
達
、今
が
一
番
の
ピ
ー
ク
！
』

救
急
救
命
九
州
研
修
所　

第
18
期
卒
業
生

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

泉 

清
一
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病
院
実
習
、
症
例
検
討
会
、
ま
た
公
務
外
に
開

催
さ
れ
る
各
種
教
育
コ
ー
ス
へ
の
参
加
等
々
…
…
。

　

救
急
救
命
士
及
び
救
急
隊
員
の
生
涯
教
育
は
種
々

の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
形

で
自
己
研
鑽
に
励
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
勤
務
す
る
堺
市
消
防
局
は
、
大
阪
府
の
中

央
部
南
寄
り
に
位
置
し
、
仁
徳
陵
古
墳
、
堺
泉
北

臨
海
工
業
地
域
を
擁
す
る
堺
市
及
び
高
石
市
（
管

内
人
口
約
九
〇
万
人
、
面
積
約
一
六
〇
㎢
）
を
管

轄
し
、
一
局
九
署
九
出
張
所
に
一
八
隊
の
救
急
隊

を
配
置
し
、
年
間
約
四
万
六
、〇
〇
〇
件
余
り
の
救

急
出
場
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
救
急
指
導
係
に
属
し
、
応
急
手
当

の
普
及
啓
発
、
救
急
業
務
の
高
度
化
に
関
す
る
業

務
の
ほ
か
、
技
術
の
研
究
及
び
訓
練
指
導
並
び
に

救
急
隊
員
の
育
成
指
導
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
救
急
業
務
に
従
事
す
る
救
急
救
命

士
及
び
救
急
隊
員
（
約
一
九
〇
名
）
の
教
育
訓
練

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

当
消
防
局
で
は
救
急
隊
員
の
生
涯
教
育
の
一
環
と

し
て
、
大
阪
府
救
急
業
務
高
度
化
推
進
連
絡
協
議
会

よ
り
示
さ
れ
た
救
急
救
命
士
再
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
い
た
病
院
研
修
、
ま
た
各
種
勉
強
会
の
ほ
か
、

平
成
一
六
年
度
か
ら
配
置
救
急
隊
員
全
員
を
対
象
に

し
た
救
急
活
動
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
活
動
訓
練
は
一
カ
年
度
に
二
回
、
救
急
指

導
係
に
て
企
画
し
、
各
救
急
隊
に
よ
る
自
主
訓
練

を
経
た
後
、
救
急
指
導
係
に
て
直
接
指
導
を
行
う

総
括
訓
練
を
実
施
し
、
自
主
訓
練
の
成
果
、
基
本

手
技
、
知
識
、
連
携
活
動
等
に
つ
い
て
、
設
定
レ

ベ
ル
ま
で
到
達
し
て
い
る
か
を
客
観
的
に
評
価
し
、

活
動
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
各
種
資
器
材
取
り
扱
い
、
Ｂ
Ｌ
Ｓ
、

特
定
行
為
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
プ
ロ
ト
コ
ル
、
外
傷
プ
ロ
ト

コ
ル
、
除
細
動
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）、
ト
リ
ア
ー
ジ
、

車
外
救
出
訓
練
等
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
か

ら
は
想
定
訓
練
を
取
り
入
れ
た
実
践
的
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
、
救
急
隊
の
実
施
す
る
病
院
前
救

護
活
動
の
標
準
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
就
業
中
の
救
急

救
命
士
教
育
は
も
と
よ
り
、
救
急
救
命
士
養
成
所

入
校
前
、
修
業
後
、
更
に
は
救
急
科
資
格
取
得
前

後
の
教
育
体
制
を
整
備
し
、
一
貫
し
た
救
急
隊
員

教
育
体
制
を
構
築
し
質
の
高
い
救
急
隊
員
を
育
成

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
病
院
研
修
、
各
種
教
育
等
に
つ
い
て
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
し
、
計
画
的
に
教
育
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
が
隊
員
教
育
の
充
実
化
に
繋
が
っ
て

い
く
も
の
と
思
慮
し
ま
す
。

　

特
に
、
救
急
隊
員
自
身
が
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
維
持
し
、
知
識
・
技
術
を
錬
磨
で
き
る
よ
う
、

十
分
な
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

私
は
ま
だ
救
急
救
命
士
の
資
格
を
得
て
一
年
余

り
の
新
米
救
命
士
で
す
が
、
救
急
救
命
士
養
成
所

で
培
っ
た
熱
い
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、
恩
師
よ
り

い
た
だ
い
た
「
考
え
る
救
命
士
に
な
れ
！
」
の
言

葉
を
胸
に
自
己
を
研
鑽
し
、
ま
た
組
織
と
し
て
救

急
隊
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、「
救
急
隊
全
体
の

資
質
の
向
上
→
良
質
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
→

救
命
率
の
向
上
」
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

病
院
前
救
護
の
プ
ロ　

～
資
質
の
維
持
・
向
上
に
つ
い
て
～

救
急
救
命
東
京
研
修
所　

第
35
期
卒
業
生

堺
市
消
防
局

片
岡 

竜
彦
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プロフィール
たつかわ　しょうじ

医療史専攻。文化史・生活史の視点から病気・
医療を追究。主な著書に、『病気の社会史』
（岩波現代文庫）、『年をとって、初めてわかる
こと』（新潮社）、『からだことば』（ハヤカワ
文庫）、『生と死の美術館』（岩波書店）、『日本
人の死生観』（筑摩書房）など。

文・立川 昭二
北里大学名誉教授

不
透
明
体
を
通
過
す
る
新
光
線

　
　

─
日
本
最
初
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真

　

日
清
戦
争
と
い
え
ば
、
大
国
清
国
（
今
の
中
国
）

と
の
戦
争
で
勝
利
し
、
日
本
が
ア
ジ
ア
最
初
の
独

立
国
と
し
て
そ
の
国
力
を
内
外
に
誇
示
し
た
戦
争

で
あ
っ
た
。
そ
の
戦
勝
の
興
奮
も
覚
め
や
ら
ぬ
明

治
二
十
九
年
二
月
二
十
九
日
の
『
東
京
医
事
新
報
』

（
第
九
三
号
）
に
、「
不
透
明
体
を
通
過
す
る
新

光
線
の
発
見
」
と
題
し
た
次
の
よ
う
な
記
事
が

載
っ
た
。

　

ウ
ユ
ル
ツ
ブ
ル
グ
大
学
教
授
ロ
エ
ン
ト
ゲ

ン
（R

oentg
en

）
は
、
今
茲こ

こ

に
掲か

か

ぐ
る
新

発
見
者
に
し
て
、
氏
は
暗
室
に
於
い
て
板
紙
に

て
消
極
管
を
覆
ひ
、
電
流
を
解
放
す
る
と
き

は
、
白
金
チ
ア
ニ
ュ
ー
ル
に
て
被
ひ
た
る
壁
上

に
人
の
嘗か

つ

て
見
ざ
り
し
所
の
光
輝
を
映
す
こ

と
を
見
た
り
。
氏
は
又
此
光
線
の
他
物
体
を
も

通
過
す
る
を
見
出
せ
り
。
…
…
ロ
エ
ン
ト
ゲ
ン

氏
は
未
だ
其
本
性
に
適
当
な
る
名
称
を
与
ふ

る
こ
と
能
は
ざ
る
を
以
て
仮
に
エ
ツ
キ
ス
線

と
命
名
せ
り
。

　

こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
最
初
の

記
事
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
物
理
学
者
レ
ン
ト
ゲ

ン
が
一
八
九
五
年
（
明
治
二
十
八
年
）
に
Ｘ
線
を

発
見
し
た
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
は

こ
の
発
見
に
よ
っ
て
第
一
回
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
授

賞
し
た
。

　

こ
の
医
学
記
事
に
つ
づ
い
て
、
三
月
十
四
日
に

『
時
事
新
報
』
が
「
Ｘ
線
写
真
の
発
明
─
全
世
界

の
驚
異
」
と
い
う
見
出
し
で
報
じ
た
。
こ
れ
が
一

般
の
人
た
ち
が
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
こ
と
を
知
っ
た
最

初
の
新
聞
報
道
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
四
月
八
日
に
は
、
こ
の
驚
異
の
光
線
を

実
見
し
よ
う
と
、
新
聞
記
者
た
ち
が
第
一
高
等
学

校
に
お
も
む
き
、
そ
の
取
材
記
事
を
各
紙
が
載
せ

て
い
る
。
そ
の
と
き
に
撮
ら
れ
た
写
真
が
日
本
最

初
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
あ
る
（
写
真
）。

　

そ
し
て
日
本
に
医
療
用
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
が

お
目
見
え
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い

た
軍
医
芳
賀
栄
次
郎
が
帰
国
に
さ
い
し
て
小
型

機
を
一
セ
ッ
ト
私
費
で
購
入
し
、
陸
軍
軍
医
学

校
に
贈
っ
た
と
き
で
、
明
治
三
十
一
年
十
一
月

の
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
人
は
も
と
も
と
手
先
が
器
用
で
あ
り
、
鉄

道
・
電
信
・
電
話
・
印
刷
な
ど
の
機
械
技
術
の
移

植
を
ア
ッ
と
い
う
間
に
や
っ
て
の
け
た
が
、
医
療

機
器
の
導
入
も
き
わ
め
て
迅
速
で
あ
っ
た
。
国
産

の
医
療
用
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
の
第
一
号
は
、
島
津
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製
作
所
が
千
葉
県
国
府
台
の
衛え

い

戍じ
ゅ

病
院
に
納
入
し

た
も
の
で
、
明
治
四
十
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
三
年
後
の
明
治
四
十
四
年
四
月
十
日
、

石
川
啄
木
は
日
記
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

病
院
に
行
っ
て
診
察
し
て
貰
っ
た
。
エ
ク

ス
光
線
で
も
見
ら
れ
た
。
腹
の
塗
薬
は
も
う

い
ら
ぬ
さ
う
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
熱
の
薬
も

や
め
て
み
る
と
医
者
が
言
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル

も
も
う
聞
え
な
い
。
た
ヾ
Ｘ
光
線
で
見
た
と

こ
ろ
で
は
、
右
肺
が
ま
だ
暗
く
、
且
つ
肋ろ

く

膜ま
く

炎え
ん

を
起
し
た
部
分
の
膜
が
ま
だ
厚
い
さ
う
で

あ
る
。

　

こ
の
「
病
院
」
と
い
う
の
は
、
三
月
十
五
日
に

退
院
し
た
ば
か
り
の
東
京
大
学
付
属
病
院
の
こ
と

で
、
啄
木
は
退
院
後
は
じ
め
て
外
来
に
行
っ
て
診

察
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
と
き
啄
木
が
病
院
で
胸

部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
し
た
こ
と
、
ま
た
当
時

は
「
エ
ク
ス
線
」「
Ｘ
光
線
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
は
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
国
民
病
と
い
わ
れ
た
肺
結
核
の
診
断
に

不
可
欠
の
医
療
機
器
と
な
り
、
全
国
の
病

院
で
競
っ
て
設
置
さ
れ
た
。
や
が
て
レ
ン

ト
ゲ
ン
は
診
察
だ
け
で
な
く
、
が
ん
な
ど

の
悪
性
腫
瘍
の
治
療
に
も
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
放
射
線
治
療
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
佐
多
稲
子
の
自
伝
的

作
品
『
歯
車
』
に
、「
レ
ン
ト
ゲ
ン
療
法

で
な
お
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
」と
あ
る
。

　
『
乳
房
喪
失
』（
昭
和
二
十
九
年
）
と
い

う
歌
集
で
歌
壇
に
衝
撃
を
与
え
た
中な

か

城じ
ょ
う

ふ
み
子
の
歌
に
次
の
よ
う
な
一
首
が
あ
る
。

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
放
射
に
胸
の
皮
膚
を
焼
き

　

黒
き
を
何
の
烙
印
と
す
る

乳
が
ん
の
た
め
両
乳
房
切
除
の
手
術
の

あ
と
の
放
射
線
療
法
を
歌
っ
た
も
の
で
あ

る
。
彼
女
は
歌
集
出
版
の
直
後
、
転
移
し
た
肺
が
ん

の
た
め
三
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

　

お
な
じ
が
ん
に
冒
さ
れ
た
歌
人
五
島
美
代
子

も
、（
さ
ら
さ
る
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
台
上
の
こ
の
身

ひ
と
つ
海
は
る
か
な
る
子
ら
と
つ
な
が
る
〉
と
詠

ん
で
い
る
。

　

ひ
と
昔
前
の
病
院
の
看
板
に
は
「
レ
ン
ト
ゲ
ン

科
」
と
言
う
文
字
が
れ
い
れ
い
し
く
書
か
れ
て
い

た
が
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
が
普
及
し
た
今
日
で
は
、

こ
と
新
し
く
宣
伝
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、
そ
ん

な
看
板
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

今
日
の
Ｃ
Т
は
Ｘ
線
断
層
撮
影
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
処
理
し
た
装
置
で
あ
る
が
、
最
近
は
放
射
線

を
使
用
し
な
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
い
う
精
度
の
高
い
画
像

装
置
が
普
及
し
て
き
た
。

　

文
明
国
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
光
線
を
浴
び
た
こ

と
の
な
い
人
は
お
そ
ら
く
一
人
も
い
な
い
で
あ
ろ

う
。
日
進
月
歩
の
現
代
医
療
の
な
か
で
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
は
依
然
と
し
て
病
院
を
象
徴
す
る
グ
ッ
ズ
で

あ
る
。

　

最
近
は
胸
部
や
腹
部
だ
け
で
な
く
、
脳
の
断
層

写
真
が
お
茶
の
間
の
テ
レ
ビ
で
色
と
り
ど
り
に
映

し
出
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
私
た

ち
は
脳
梗
塞
や
認
知
症
の
病
態
を
日
常
的
に
ま
ざ

ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
た
。

　

も
と
も
と
不
透
明
体
で
秘
密
を
か
か
え
て
い
た

肉
体
が
、
今
後
ま
す
ま
す
透
明
化
さ
れ
て
い
く
と
、

肉
体
は
い
つ
か
秘
密
を
も
つ
こ
と
が
な
く
な
る
の

で
あ
ろ
う
か
…
…
。

日本最初のレントゲン写真：財布（左上）､ 眼鏡ケース（右上）､ 左手（下）
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救
命
士
を
目
指
す
あ
な
た
へ

文・南 浩一郎 
救急救命東京研修所教授

Message 

救急救命士をめざす人たちへ

24

は
じ
め
に

　

総
務
省
消
防
庁
の
『
心
肺
機
能
停
止
傷
病
者
の
救
命

率
等
の
状
況
』
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
五
年
の
結
果
で
は

心
肺
機
能
停
止
症
例
の
一ヶ
月
後
生
存
率
七・二
％
及
び

社
会
復
帰
率
三・三
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
七
年

で
は
一ヶ
月
後
生
存
率
一
〇・二
％
、
社
会
復
帰
率
六・一％

と
改
善
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
数
字
を
み
て
ど
の
よ
う
な

感
想
を
持
た
れ
た
で
し
ょ
う
か
？　

こ
の
ペ
ー
ジ
の
読
者

は
、救
急
救
命
士
を
目
指
し
て
い
る
方
々
だ
と
思
い
ま
す
。

飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
方
、
い
や
い
や
ま

だ
ま
だ
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

院
外
心
肺
機
能
停
止
患
者
の
転
機
を
改
善
す
る
こ

と
は
、
病
院
前
救
護
に
お
い
て
大
き
な
課
題
で
す
。

一
九
九
一
年
に
救
急
救
命
士
法
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

二
〇
〇
二
年
に
厚
生
労
働
省
よ
り
出
さ
れ
た『
「
救
急

救
命
士
の
業
務
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
」
報

告
書
』
の
答
申
を
受
け
、
二
〇
〇
四
年
に
気
管
挿
管
、

二
〇
〇
六
年
に
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
の
投
与
が
特
定
行
為
と

し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
救
急
救
命
士
の

病
院
前
救
護
に
お
け
る
役
割
は
、
年
を
追
う
ご
と
に
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
、救
命
士
の
技
術
の
養
成
が
ど
の
よ
う
な
ス
テ
ッ

プ
を
経
て
い
る
の
か
を
紹
介
し
な
が
ら
感
じ
て
い
る
事

を
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

救
急
救
命
士
の
活
躍
す
る
場
は　
　
　
　
　
　
　
　

救
急
活
動
だ
け
で
は
な
い

　

で
は
、
一
人
の
救
急
救
命
士
の
役
割
が
院
外
心
肺

機
能
停
止
患
者
の
転
機
に
ど
れ
く
ら
い
関
与
す
る
の

で
し
ょ
う
か
？　

図
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
ず
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
が
傷
病
者
に
接
触
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

除
細
動
な
ど
の
処
置
が
行
わ
れ
、
次
に
救
急
隊
ま
た

は
ポ
ン
プ
隊
が
現
場
に
到
着
し
て
、
処
置
が
始
ま
り

ま
す
。で
、バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

救
命
講
習
な
ど
で
、
住
民
へ
の
教
育
を
行
う
の
も

救
命
士
の
重
要
な
役
割
で
す
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
隊
が

先
着
し
た
場
合
な
ど
で
は
、
救
急
救
命
士
が
も
し
そ

の
一
員
な
ら
ば
、
除
細
動
な
ど
効
率
よ
い
救
急
活
動

が
開
始
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
救
急
隊
が
現
場

に
到
着
し
た
後
は
、
特
定
行
為
な
ど
を
含
め
て
ス
キ

ル
が
十
分
発
揮
さ
れ
、
救
命
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え

て
み
る
と
、
病
院

前
救
護
に
お
い
て

救
急
救
命
士
の
果

た
す
べ
き
役
割
が

救
急
活
動
だ
け
で

な
く
、
い
か
に
広

く
ま
た
欠
く
事
が

出
来
な
い
事
が
よ

く
わ
か
っ
て
い
た

だ
け
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

救
急
救
命
士
は
ど
の
よ
う
に
技
術
を　
　
　
　
　
　

学
ん
で
い
る
か
（
図
２
）

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
救
命
士
は
そ
の
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

私
の
勤
務
し
て
い
る
東
京

研
修
所
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
東
京
研
修

所
で
は
、
い
く
つ
か
の
プ
ロ
セ
ス
に
わ
か
れ
て
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
て
い
ま
す
。

　

1st Stage

＝
救
急
処
置
の
基
本
。
こ
こ
で
は
Ｂ
Ｌ
Ｓ

目 撃

救命講習 口頭指導　　P-A連携
救急活動のスキルアップ

バイスタンダーによる応急手当

救急救命士による活動

指令・消防隊による活動

覚 知 現 着

図 1　プレホスピタルにおける救急救命士の関与
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の
再
確
認
を
行
い
ま
す
。
現
場
で
身
に
つ
け
た
Ｂ
Ｌ
Ｓ

を
再
度
確
認
し
ま
す
。
胸
部
圧
迫
、
バ
ッ
グ
・
バ
ル
ブ
・

マ
ス
ク
換
気
、
除
細
動
が
身
に
付
い
て
い
る
か
を
確
認

し
、
よ
り
適
切
に
行
う
事
を
目
標
に
し
ま
す
。
除
細

動
一
つ
に
つ
い
て
も
、
入
校
時
と
卒
業
時
で
は
約
五
〇

秒
の
時
間
短
縮
効
果
が
あ
っ
た
事
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
（
平
成
二
二
年
五
月　

日
本
臨
床
救
急
医
学
会
で
報

告
）。
何
事
も
基
本
が
大
事
で
す
。

　

2nd Stage

＝
特
定
行
為
の
基
本
。
こ
こ
で
は
特
定

行
為
の
手
技
を
完
全
に
マ
ス
タ
ー
し
ま
す
。
現
在
、
特

定
行
為
に
占
め
る
気
管
挿
管
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
現
場
の
気
道
確
保
の
手
技
と
し
て
選
択
さ
れ
る

比
率
も
増
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
麻
酔
指
導
医
、
専

門
医
の
直
接
指
導
も
行
わ
れ
、
現
場
に
対
応
す
る
気

管
挿
管
技
術
を
身
に
付
け
ま
す
。
以
前
は
ラ
リ
ン
ゲ
ル

マ
ス
ク
が
主
流
で
あ
っ
た
も
の
が
、
ラ
リ
ン
ゲ
ル
マ
ス
ク

ス
プ
リ
ー
ム
Ⓡ
な
ど
新
し
い
デ
バ
イ
ス
も
臨
床
に
使
用

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
時
代
の
波
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
、

基
本
デ
バ
イ
ス
か
ら
最
新
鋭
の
デ
バ
イ
ス
ま
で
を
参
考

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
静
脈
路
確
保
、
薬
剤
投
与
な

ど
も
訓
練
を
通
し
て
体
で
覚
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
が
身
に
付
く
と
あ
る
程
度
現
場
を
意
識

し
た
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

を
総
括
す
る
の
が
、3rd Stage=

救
急
救
命
活
動
訓

練
で
あ
り
、
全
て
の
技
術
が
身
に
付
い
た
と
判
断
さ
れ

れ
ば
、Final Stage=

総
合
想
定
訓
練
へ
進
み
ま
す
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
訓
練
の
中
で
、
い
か
に
傷
病
者
の
病
態

を
把
握
し
、
救
急
活
動
の
時
間
を
短
縮
す
る
か
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
体
に
染
み
付
け
て
い
き
ま
す
（
会
得
に
近
い
概

念
と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
）。

一
人
の
救
急
救
命
士
の
努
力
が　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
復
帰
率
を
上
げ
る
事
が
出
来
る
の
か
？

　

救
急
救
命
士
の
こ
の
よ
う
な
訓
練
や
努
力
が
社
会
復

帰
率
を
上
げ
る
事
が
出
来
る
の
か
と
、
疑
問
を
感
じ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
実
際
に
一
人
の
救
命
士

が
一
名
救
命
し
た
と
し
て
も
全
国
的
に
見
る
と
僅
か
な

数
字
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
人
が
少
し
で
も

努
力
し
て
い
け
ば
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？　

男
子
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
走
の
世
界
記
録
は
一
九
一
〇
年
代
で
は
一
〇
秒
六

で
、
現
在
は
九
秒
六
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
一
秒
短
縮
に
な

ん
と
一
〇
〇
年
を
要
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
限

界
と
言
わ
れ
た
九
秒
九
（
一
九
八
〇
年
）
以
降
ま
だ
伸
び

続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
科
学
の
発

展
が
あ
っ
た
事
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
救

急
活
動
も
し
か
り
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
科
学
の
発
展
で

社
会
復
帰
率
が
一
〇
〇
％
に
近
く
な
る
こ
と
も
十
分
あ
り

得
る
で
し
ょ
う
。
現
在
、
目
撃
有
り
心
原
性
の
院
外
心

肺
停
止
患
者
に
限
れ
ば
、
全
国
で
あ
と
年
間
三
六
〇
名

救
命
し
得
れ
ば
、
一ヶ
月
社
会
復
帰
率
は
七・九
％
か
ら

一
二
％
に
も
な
り
ま
す
。
一
日
一
名
、
全
国
の
救
急
救
命

士
が
頑
張
れ
ば
、
こ
ん
な
に
も
改
善
し
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
救
命
士
個
人
の
努
力
は
必
要
不
可
欠
で

す
。
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
落
合
博
満
監
督
は
現
役
時
代
、

生
も
の
を
ま
っ
た
く
食
べ
ず
、
試
合
に
備
え
て
い
た
そ
う

で
す
（
私
は
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
フ
ァ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
そ

の
よ
う
な
細
か
い
努
力
が
、
あ
の
三
冠
王
三
回
と
い
う

と
て
つ
も
な
い
記
録
を
生
ん
だ
事
は
、意
外
に
知
ら
れ
て

い
な
い
。
救
命
活
動
は
チ
ー
ム
の
活
動
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
個
人
の
ス
キ
ル
、知
識
を
発
揮
す
る
場（
つ
ま
り
職
人

の
よ
う
な
研
鑽
）
が
、ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

最
後
に

　

も
し
、
何
の
持
病
の
な
い
院
外
心
肺
機
能
停
止
患
者

が
全
て
助
か
る
の
が
今
は
“
不
可
能
”
と
す
れ
ば
、
そ

れ
を
“
可
能
”
に
す
る
事
が
出
来
る
の
は
、
同
じ
署
内

に
い
る
救
急
救
命
士
こ
そ
そ
の
可
能
性
が
一
番
高
い
と

言
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
救
命
士
の
一
員
に
な
り
た
い

方
が
、
科
学
に
基
づ
い
た
、
最
新
な
技
術
、
知
識
を
獲

得
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

Practice m
akes perfect.　

訓
練
の
み
が

“
不
可
能
”
を
“
可
能
”
と
す
る

1st Stage

3rd Stage

Final Stage

救命処置の基本
特定行為の基本 気管挿管
 デバイスによる気道確保
 静脈路確保
 薬剤投与

現場活動の想定（基本）
 内因
 外傷
現場活動のシナリオ想定訓練

救急救命活動訓練（基本手技の総括）

総合想定訓練（救命士活動の総括）

2nd Stage

図 2　研修プロセス
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は
じ
め
に

　

福
島
県
会
津
地
方
は
、二
次
医
療
圏
ご
と
に
会
津

若
松
市
を
中
心
と
す
る
会
津
地
域
と
、喜
多
方
市
を

中
心
と
す
る
喜
多
方
地
域
、南
会
津
町
を
中
心
と
す

る
南
会
津
地
域
の
二
市
一
一
町
四
村
で
構
成
さ
れ
、

そ
の
面
積
は
五
四
○
○
㎢
と
な
り
、千
葉
県
全
土
よ

り
広
い
面
積
を
有
す
る
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

会
津
地
域
は
そ
の
殆
ど
が
中
山
間
地
域
で
、典
型

的
な
少
子
高
齢
の
進
ん
だ
地
域
で
あ
り
、市
町
村
間
、

ま
た
は
市
町
村
内
の
地
区
と
地
区
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル

は
長
く
、主
な
人
口
は
地
域
中
西
部
を
形
成
す
る
会

津
盆
地
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
更
に
、冬
期
に
な
れ

ば
国
内
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
気
象
特
性
も
加

わ
っ
て
く
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
圏
域
の
特
性
か
ら
、医
療
過
疎
と
揶

揄
さ
れ
る
地
域
も
多
く
、直
近
の
救
急
患
者
収
容
可

能
な
医
療
機
関
ま
で
搬
送
時
間
が
二
時
間
を
超
え
る

ケ
ー
ス
も
稀
で
な
く
、ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
は
会

津
地
域
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

昭
和
六
一
年
一
〇
月
、当
広
域
消
防
本
部
管
内
の

会
津
若
松
市
に
福
島
県
会
津
地
域
の
第
三
次
救
急
医

療
体
制
整
備
の
下
に
全
国
九
五
番
目
と
し
て
会
津
中

央
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、翌
月
よ

り「
会
津
方
式
」
と
言
わ
れ
る
消
防
救
急
隊
と
の
路

上
ド
ッ
キ
ン
グ
方
式
を
構
築
し
、会
津
地
域
の
救
命

医
療
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
述
の
シ
ス
テ
ム
は
会
津
若
松
・
喜
多
方
・
南
会

津
の
全
消
防
職
員
が
運
用
シ
ス
テ
ム
を
熟
知
し
て
お

り
、昨
今
国
内
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る「
重

篤
患
者
の
受
入
不
能
」
に
つ
い
て
会
津
地
域
で
は

考
え
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

更
に
、福
島
県
で
は
平
成
二
○
年
一
月
に
福
島
県

立
医
科
大
学
病
院
に
よ
り
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
が

開
始
さ
れ
、会
津
地
域
の
救
急
医
療
を
取
り
巻
く
環

境
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
調
査
研
究
は
全
国
の
消
防
機
関
の
協
力
を
得
て

「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
」「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」
の
運
用
に

つ
い
て
比
較
検
証
し
、更
な
る
効
果
的
・
効
率
的
な

運
用
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、全
国
八
○
六
の
消
防
本

部
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
協
力
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
全
国

六
一
七
の
消
防
本
部
か
ら
貴
重
な
ご
回
答
を
頂
き
ま

し
た
。

　

深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

　

全
国
消
防
長
会
の
支
部
を
元
に
都
道
府
県
を
九
つ

の
地
区
に
分
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
と
め
る
こ

と
に
し
た
。

　

地
区
に
つ
い
て
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
設
問
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

設�

問
１　

貴
消
防
本
部
で
は
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用

が
あ
り
ま
す
か
？

　

１ 

は
い　
　

２ 

い
い
え

設�
問
1-2　

前
記「
１
」
運
用
に
つ
い
て
現
在
の
ま
ま

で
良
い
と
思
い
ま
す
か
？

救急救命の高度化の推進に関する調査研究報告書（概要）

会津地区ドクターカー調査研究会
会津若松地方広域市町村圏整備組合消防本部

救急車とドクターカー
連携体制の調査研究
～ドクターカーの現状と連携効果～
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１ 

今
の
ま
ま
で
よ
い　

２ 

現
行
で
は
不
十
分

設�

問
1-3　

前
記「
２
」
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
が
必

要
と
思
い
ま
す
か
？

　

１ 
思
う　
　

２ 

思
わ
な
い　
　

３ 

そ
の
他

設�

問
２　

運
用
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
出
動
地
域
は
決

ま
っ
て
い
ま
す
か
？

　

１ 

道
府
県
全
域　
　

２ 

二
次
医
療
圏　
　
　
　

　

３ 

特
定
都
市
部　
　

４ 

そ
の
他

設�

問
３　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
稼
働
時
間
は
決
ま
っ
て

い
ま
す
か
？

　

１ 

二
四
時
間
稼
動　

２ 

日
勤
帯
の
み
稼
動　
　

　

３　

そ
の
他

設
問
４　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
方
式
に
つ
い
て

　

１ 

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
又
は
病
院
の
運
用       

　

２ 

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式

　

３ 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
方
式　

 　

４ 

そ
の
他

設�

問
4-2　

消
防
本
部
救
急
車
か
ら
患
者
を
路
上
等
で

中
継
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

１ 

あ
る　
　

２ 

な
い　
　

３ 

ま
れ
に
あ
る

　

４ 

そ
の
他

設
問
５　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
年
間
要
請
件
数　
　
　

件

設
問
６　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
要
請
に
つ
い
て
？

　

１ �

現
場
救
急
隊
が
携
帯
電
話
等
を
用
い
て
直
接

要
請
す
る

　

２ �

現
場
救
急
隊
が
指
令
セ
ン
タ
ー
を
介
し
要
請

す
る

　

３ 

そ
の
他

設�

問
７　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
出
動
基
準
は
あ
り
ま

す
か
？

　

１ 

あ
る　
　

２ 

な
い

設�

問
８　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
要
請
か
ら
出
動
ま
で
の
お

お
よ
そ
の
時
間
に
つ
い
て
？

　

１ 

五
分
以
内　
　

２ 

一
〇
分
以
内　

　

３
一
五
分
以
内　

 

４ 

一
五
分
以
上

設
問
９　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
は
あ
り
ま
す
か
？

　

１ 
は
い　
　

２ 

い
い
え　
　

３ 

そ
の
他

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
表
２
の
と
お
り

で
あ
る
。

考
察

　

自
ら
の
地
域
に
お
い
て
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
が

あ
る
と
の
回
答
を
頂
い
た
消
防
機
関
は
一
七
％
に
留

ま
っ
た
が
、消
防
機
関
側
か
ら
の
視
点
に
お
い
て
運

用
が
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
消
防
機
関
に
お
い
て

も
八
割
を
超
え
る
消
防
機
関
で
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運

用
を
必
要
と
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
改
め
て
ド
ク

タ
ー
カ
ー
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

救
命
セ
ン
タ
ー
の
カ
バ
ー
す
る
範
囲
は
、前
述
の

と
お
り
広
大
な
面
積
と
共
に
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
山

間
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、救
急
搬
送
に
一
時
間
以
上
、

場
所
に
よ
っ
て
は
二
時
間
以
上
を
要
す
る
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
、日
本
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
た

め
、冬
季
間
に
お
け
る
救
急
搬
送
は
さ
ら
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
べ

く
ド
ク
タ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
昭
和
六
一

年
一
一
月
か
ら
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に

会
津
盆
地
は
濃
霧
注
意
報
が
年
間
で
一
三
○
回
程
度

発
令
さ
れ
、前
述
の
雪
等
と
併
せ
て
気
象
条
件
が
悪

い
場
合
が
多
く
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
搬
送
が
困

難
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
気
象
条
件
に
関

係
な
く
二
四
時
間
運
行
可
能
な
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
活

用
が
有
効
と
な
る
場
合
が
多
い
。

　

会
津
地
区
ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、維
持
管
理
・
人
員

確
保
等
の
負
担
面
か
ら
医
療
機
関
が
運
用
母
体
で
あ

る
病
院
車
運
用
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

大
型
車
両（
ト
ラ
イ
ハ
ー
ト
）を
採
用
し
て
い
る

た
め
広
い
ス
ペ
ー
ス
・
安
全
が
確
保
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
が
あ
れ
ば
路
上
で
の
ド
ッ
キ
ン
グ（
会
津
方
式
）

を
行
う
こ
と
で
、患
者
へ
早
期
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と

な
る
。
又
、濃
霧
や
降
雪
な
ど
の
影
響
を
受
け
や
す

い
地
域
性
か
ら
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
ず
運
行
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
整
っ
て
い
る
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
医
療
事
情
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、会
津

地
区
で
は
現
場
出
動
七
割
、病
院
間
搬
送
三
割
で
あ

る
こ
と
か
ら
現
場
救
急
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

表 1　地区別都道府県

地 区 都 道 府 県

北海道 北海道

東　北 青森県・秋田県・岩手県・山形県・宮城県・
福島県・新潟県

関　東 群馬県・栃木県・茨城県・埼玉県・千葉県・
東京都・神奈川県・山梨県・静岡県

東　海 愛知県・岐阜県・三重県

東近畿 富山県・石川県・福井県・滋賀県・京都府・
奈良県・和歌山県

近　畿 大阪府・兵庫県

中　国 岡山県・鳥取県・広島県・島根県・山口県

四　国 香川県・徳島県・愛媛県・高知県

九　州 福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・大分県・
宮崎県・鹿児島県・沖縄県
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実
出
動
の
内
訳
は
、外
因
性
が
五
割
強
、内
因
性
疾
患

が
四
割
と
外
因
性
が
約
三
分
の
二
を
占
め
る
。
過
去

の
連
携
症
例
の
分
析
結
果
で
は
、重
症
と
軽
症
に
二

極
化
し
て
お
り
、緊
急
処
置
を
必
要
と
す
る
症
例
に

ド
ク
タ
ー
カ
ー
連
携
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も

散
見
さ
れ
る
。
十
年
前
で
は
、内
因
性
・
外
因
性
と

も
に
生
存
率（
社
会
復
帰
・
入
院
・
通
院
加
療
含
む
）

が
三
割
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
て
こ
こ
数
年
、特
に

M
C
協
議
会
設
立
後
に
お
い
て
は
内
因
性
・
外
因
性

と
も
に
生
存
率
が
劇
的
に
改
善
し
七
割
ま
で
向
上
し

て
い
る
。　

　

こ
れ
は
、時
間
的
不
利
の
解
消
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、救
急
医
療
の
質
の
向
上
も
作
用
し
て
い
る
こ
と

が
伺
え
る
。

　

し
か
し
、全
例
ド
ク
タ
ー
カ
ー
が
出
動
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
り
、要
請
す
る
消
防
サ
イ
ド
の
質
の

向
上
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

Ｍ
Ｃ
で
の
活
動
基
準
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
、定
期

的
な
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
、救
急
隊
員

の
多
く
が
Ｊ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
、Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｓ
等
を
受
講
し
て

お
り
、こ
れ
に
基
づ
い
た
活
動
の
標
準
化
が
は
か
ら

れ
た
こ
と
な
ど
救
急
隊
の
資
質
の
向
上
も
背
景
と
し

て
あ
げ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、救
命
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
受
入
体
制
の
存

在
も
大
き
く
、軽
症
症
例
を
容
認
す
る
こ
と
で
隠
れ
た

重
症
を
取
逃
さ
な
い
こ
と
、重
症
と
思
わ
れ
た
中
に
入

り
込
む
軽
症
症
例
を
容
認
す
る
な
ど
要
請
基
準
の
間
口

を
広
げ
る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

従
前
の
病
態
別
、症
状
別
と
い
っ
た
詳
細
な
規
定
を

取
り
外
し
た
現
行
要
請
基
準
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

救急に関する調査研究助成事業報告書（概要）

表 2　アンケート調査結果

計 北海道 東 北 関 東 東 海 東近畿 近 畿 中 国 四 国 九 州

設問１
運用あり 104 0 7 26 5 9 28 9 5 15
運用なし 513 56 77 128 44 61 18 38 27 64

設問１－２
よい 64 0 6 10 3 4 21 4 3 13
不十分 36 0 1 16 2 5 7 1 2 2

設問１－３
必要 310 22 46 82 34 47 16 8 3 52
不要 73 7 7 26 5 14 1 0 0 13

設問２

県単位 22 0 0 0 0 5 9 0 4 4
二次医療圏 22 0 2 3 1 0 8 4 1 3
特定都市 21 0 2 5 4 1 5 2 0 2
その他 38 0 3 17 0 3 6 3 0 6

設問３
24時間 64 0 7 12 2 3 24 2 3 11
日勤帯 28 0 0 11 2 3 2 6 2 2
その他 12 0 0 3 1 3 2 1 0 2

設問４

病院車運用 73 0 5 17 2 7 23 1 4 14
ワークステーション 16 0 1 3 1 1 3 6 0 1
ピックアップ 8 0 1 4 1 0 1 0 1 0
その他 7 0 0 2 1 1 1 2 0 0

設問４－２

ある 57 0 6 4 1 3 23 8 3 9
なし 22 0 0 9 3 5 2 0 2 1
まれにある 17 0 0 9 1 1 3 0 0 3
その他 8 0 1 4 0 0 0 1 0 2

設問５ 年間要請件数 13241 0 1857 7751 153 93 2937 215 47 188

設問６
救急隊直接 39 0 4 10 0 3 14 0 4 4
指令課経由 67 0 3 19 2 5 17 7 2 12
その他 29 0 0 8 3 2 7 7 0 2

設問７
基準あり 78 0 7 20 4 5 23 9 3 7
基準なし 26 0 0 6 1 4 5 0 2 8

設問８

5分以内 63 0 7 6 3 4 26 7 3 7
10分以内 28 0 0 14 1 4 1 1 1 6
15分以内 5 0 0 0 1 1 0 0 1 2
15分以上 6 0 0 4 0 0 1 1 0 0

設問９
運用あり 192 5 5 105 22 15 26 1 2 11
運用なし 124 8 14 22 4 48 0 7 1 20
その他 63 1 0 13 20 3 20 1 2 3
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・�

心
肺
蘇
生
が
必
要
な
患
者
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る

重
症
患
者

・�
救
出
に
時
間
の
か
か
る
外
傷
症
例
で
、現
場
で
の

救
命
処
置
を
要
す
る
場
合

・�

多
数
傷
病
者
発
生
時
に
現
場
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ
を

必
要
と
す
る
場
合

・�

右
記
以
外
で
緊
急
に
医
師
の
処
置
及
び
診
察
を
必

要
と
認
め
た
場
合

（
策
定
し
た
要
請
基
準
は
、救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
機

能
評
価
委
員
会
で
適
宜
修
正
さ
れ
る
）

　

搬
送
に
百
分
以
上
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
重
症
外
傷

症
例
で
も
ド
ク
タ
ー
カ
ー
連
携
が
奏
功
し
三
五
分
で

決
定
的
治
療
に
成
功
し
た
事
案
も
み
ら
れ
る
。

　

患
者
転
帰
に
初
療
ま
で
の
時
間
短
縮
が
大
き
く
反

映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、搬
送
中
の
急
激
な
容
態

悪
化
に
対
し
て
緊
急
処
置
・
安
定
化
は
、こ
の
広
大

な
地
域
性
、救
命
不
可
能
と
さ
れ
る
遠
隔
地
で
の
傷

病
者
に
と
り
、医
療
過
疎
地
域
へ
の
救
急
医
療
の
提

供
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、運
用
な
し
と
す
る
回
答

の
中
に
不
要
と
す
る
も
の
が
約
二
割
程
度
み
う
け
ら

れ
た
。
医
療
機
関
の
集
中
し
て
い
る
地
域
又
は
搬
送

時
間
が
短
い
等
が
そ
の
理
由
で
あ
り
、会
津
地
区
の

よ
う
な
山
間
部
が
管
轄
の
主
を
占
め
る
よ
う
な
地
域

で
は
馴
染
み
が
薄
い
理
由
で
あ
る
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
飛
躍
的
に
そ
の
効
果
を
あ
げ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
地
域
適
応
性
か
ら
会
津

地
区
で
は
、天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
こ
と
や
、二
四

時
間
対
応
可
能
と
い
う
の
は
要
請
す
る
側
と
し
て

は
大
変
心
強
い
。
ま
た
、
救
急
要
請
自
体
が
当
地

域
の
中
で
ヘ
リ
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
山
間
部
等

よ
り
も
市
内
や
郊
外
の
方
が
多
い
た
め
ド
ク
タ
ー

カ
ー
の
利
便
性
が
高
い
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、会
津
方
式
と
呼
ば
れ
る
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
の

ド
ッ
キ
ン
グ
方
式
が
当
地
域
に
定
着
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
た
結
果
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、今
後
は
益
々
増
え
る
と
思
わ
れ
る
脳
血

管
障
害
や
循
環
器
障
害
等
の
緊
急
性
の
あ
る
患
者
の

搬
送
に
つ
い
て
は
、活
動
範
囲
が
広
く
、道
路
事
情
に

捉
わ
れ
な
い
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
積
極
的
に
活
用
す
る

こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
県
も
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
さ
れ
、機
動
力
は

大
幅
に
ア
ッ
プ
し
た
。
今
後
双
方
の
利
点
を
活
用
し

て
更
な
る
救
命
効
果
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

当
地
域
に
お
い
て
は
、前
述
の
と
お
り
ド
ク
タ
ー

カ
ー
の
方
が
有
用
と
考
え
ら
れ
る
が
、山
間
地
帯
が

多
い
た
め
要
請
か
ら
現
場
到
着
時
間
が
早
い
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
と
そ
の
後
継
続
し
て
治
療
を
し
な
が
ら
搬

送
で
き
る
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
理
想
で
あ
り
、そ
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、な
お
一
層
の
救
命
率
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
。

　

現
在
、救
急
医
療
体
制
の
脆
弱
化
が
進
ん
で
い
る

中
で
、我
々
は
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
下
で
要

請
す
る
側
と
し
て
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

及
び
消
防
防
災
ヘ
リ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
活
用

し
地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
活
動
を
展
開
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

専
用
回
線

携
帯
電
話

通信指令センター
１１９番受信

通信指令
センター

救命救急センター

要請基準に該当し、緊急に医師の処置及び
判断が必要な傷病者

救急隊現場到着

救急隊消防
無線

携帯電話
消防無線

携帯電話
消防無線

携帯電話
消防無線 専用回線

携帯電話
センター専用無線

救命救急センター

通信指令センター

ドクターカー

救急隊

図 1　当地方におけるドクターカー要請要領

図 2　当地方における通信連絡体制
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平
成
二
一
年
度
事
業
報
告

一　

教
育
訓
練
事
業

　

各
都
道
府
県
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
た
救
急
隊
員
を
対
象
と
し
て
、

救
急
救
命
士
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た
め
、東
京
研

修
所
及
び
九
州
研
修
所
に
お
い
て
次
の
と
お
り
研
修
を
実
施
し
た
。

　

新
規
養
成
課
程
の
前
期（
東
京
研
修
所
第
三
六
期
）の
研
修
は
、

平
成
二
一
年
四
月
六
日
か
ら
一
〇
月
一
四
日
ま
で
の
約
七
か
月
間
に

わ
た
り
実
施
し
た
。
東
京
研
修
所
に
二
三
九
人
が
入
学
し
、全
員

卒
業
し
た
。

　

後
期（
東
京
研
修
所
第
三
七
期
及
び
九
州
研
修
所
第
二
六
期
）の

研
修
は
、平
成
二
一
年
九
月
九
日
か
ら
平
成
二
二
年
三
月
二
三
日
ま

で
の
約
七
か
月
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
東
京
研
修
所
に
二
九
七

人
、九
州
研
修
所
に
一
九
六
人
が
入
学
し
、東
京
研
修
所
は
二
九
六

人
、九
州
研
修
所
は
全
員
卒
業
し
た
。

　

研
修
に
お
い
て
は
、高
度
な
応
急
処
置
を
行
う
た
め
に
必
要
な

専
門
基
礎
分
野
及
び
専
門
分
野
の
講
義
を
中
心
と
し
た
授
業
を

行
っ
た
ほ
か
、臨
地
実
習
と
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン（
模
擬
実
習
）、

臨
床
実
習（
病
院
実
習
）及
び
救
急
自
動
車
同
乗
実
習
を
行
っ
た
。

こ
の
う
ち
、臨
床
実
習
は
、四
七
都
道
府
県
二
〇
六
の
医
療
機
関
に

研
修
生
を
派
遣
し
た
。

　

ま
た
、九
州
研
修
所
に
お
い
て
、既
資
格
取
得
者
を
対
象
と
し
た

薬
剤
投
与
追
加
講
習
は
、平
成
二
一
年
四
月
三
日
か
ら
八
月
二
九
日

ま
で
の
間
を
三
期
に
区
分
し
、そ
れ
ぞ
れ
約
一
か
月
に
わ
た
り
実
施

し
た
。
第
一
期
二
〇
四
人
、第
二
期
二
〇
六
人
、第
三
期
二
〇
五
人
が

入
講
し
、六
一
四
人
が
講
習
を
修
了
し
た
。

　

国
家
試
験
の
結
果（
現
役
）に
つ
い
て
は
、東
京
研
修
所
の
前
期

研
修
生
が
二
三
八
人
、後
期
研
修
生
が
二
九
三
人
、九
州
研
修
所
研

修
生
が
一
九
四
人
合
格
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、両
研
修
所
の
卒
業
生
で
国
家
試
験
に
合
格

し
た
者（
再
受
験
者
を
含
む
）は
、
第
一
期
か
ら
の
累
計
で
、

一
万
四
、三
一
五
人
と
な
っ
た
。

二　

調
査
研
究
事
業

（一）　

�

救
急
業
務
先
進
国
に
お
け
る
救
急
制
度
に
関
す
る
調
査
研
究

　

山
本
保
博
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
東
京
臨
海

病
院
病
院
長
を
中
心
と
し
て
、平
成
二
一
年
一
〇
月
一
八
日
か
ら

一
〇
月
二
六
日
ま
で
の
九
日
間
、米
国
シ
ア
ト
ル
市
と
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
市
に
お
い
て
、パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク
の
現
状
に
つ
い
て
市
消
防

局
や
病
院
等
の
関
係
機
関
に
お
い
て
、救
急
指
令
シ
ス
テ
ム
、出

場
体
制
、処
置
範
囲
と
実
施
体
制
、救
急
医
療
教
育
の
た
め
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
等
の
実
情
調
査
を
行
っ
た
。

（二）　

救
急
救
命
の
高
度
化
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究

　

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
に
関
わ
る
救
急
業
務
及
び

救
急
医
療
の
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
研
究
委
託
を
行
っ
た
。

　

研
究
委
託
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、「
救
急
の
課
題
等
検
討

委
員
会
」（
委
員
長
：
山
本
保
博
東
京
臨
海
病
院
病
院
長
）で

研
究
課
題
を
決
定
し
、次
の
二
団
体
へ
研
究
委
託
し
た
。

［
研
究
委
託
団
体
］

○�

栃
木
県
救
急
医
療
運
営
協
議
会
病
院
前
救
護
体
制
検
討
部
会

「
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
地
域
格
差
に
関
す
る
研
究

─
地
方
の
実
情
に
あ
わ
せ
た
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

体
制
の
構
築
方
法
─
」

○�

帝
京
平
成
大
学
現
代
ラ
イ
フ
学
部
経
営
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

学
科
救
急
救
命
士
コ
ー
ス　

在
宅
患
者
の
救
急
医
療
研
究
会

「
在
宅
医
療
患
者
に
対
す
る
病
院
前
医
療
の
あ
り
か
た
に

関
す
る
研
究
」

 

（三）　

全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　

全
国
の
救
急
隊
員
等
を
対
象
と
し
て
、実
務
的
な
観
点
か

ら
の
研
究
発
表
及
び
意
見
交
換
の
場
を
提
供
し
、救
急
業
務

の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
第
一
八
回
全

国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
金
沢
市
消
防
局
と
共
同
で
、

「
ハ
ー
ト 

to
ハ
ー
ト　

救
命
の
熱
き
想
い
を
今
、そ
し
て
未
来

へ
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、平
成
二
一
年
一一
月
二
六
日
・
二
七

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、金
沢
歌
劇
座
を
主
会
場
と
し
て
金
沢

市
内
三
カ
所
で
開
催
し
、全
国
か
ら
延
べ
四
、八
九
九
名
の
救

急
隊
員
等
が
参
加
し
た
。

（四）　

救
急
に
関
す
る
調
査
研
究
助
成
事
業

　

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ケ
ア
の
充
実
に
資
す
る
た
め
、救
急
業

務
等
に
関
す
る
先
進
的
な
調
査
研
究
事
業
を
実
施
し
て
い
る

団
体
に
対
し
て
研
究
費
の
助
成
を
行
っ
た
。

　

助
成
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、「
救
急
に
関
す
る
調
査
研
究

事
業
助
成
審
査
委
員
会
」（
委
員
長
：
島
崎
修
次
杏
林
大
学 

医
学
部
教
授
）で
審
査
し
、次
の
一
〇
団
体
を
決
定
し
た
。

［
助
成
団
体
］

○
坂
出
市
消
防
本
部　

 「
担
架
等
搬
送
時
に
お
け
る
補
助
器
具
の
開
発
に
つ
い
て
」

○
石
川
県
M
C
協
議
会　

 

「
病
院
前
救
急
医
療
に
お
け
る
ヒ
ヤ
リ
・ハ
ッ
ト
報
告
を
含
め
た

リ
ス
ク
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
構
築
の
効
果
に
関
す
る
研
究
」

○
北
海
道
大
学
病
院
先
進
急
性
期
医
療
セ
ン
タ
ー　

「
救
急
救
命
士
の
再
教
育
に
お
け
る
効
果
的
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
／
開
発
」

○
奈
良
県
M
C
協
議
会

「
一
般
市
民
に
よ
る
心
停
止
の
兆
候
と
し
て
の
呼
吸
の
異
常

に
関
す
る
研
究
」

○
愛
川
町
消
防
本
部　

「
小
学
生
B
L
S
授
業
の
学
童
、保
護
者
、教
諭
へ
の
啓
発
効
果
」

○
順
天
堂
大
学
医
学
部
付
属
浦
安
病
院　

「
救
急
搬
送
収
容
拒
否
の
実
態
に
関
す
る
前
向
き
検
討
」

○
君
津
中
央
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

「
特
殊
救
急
領
域
の
事
後
検
証
の
あ
り
方
と
広
域
医
療
圏

を
前
提
と
し
た
特
殊
症
例
集
約
化
に
関
す
る
研
究
」

○
湘
南
地
区
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会　

「
病
院
前
脳
卒
中
ス
ケ
ー
ル
に
よ
る
脳
卒
中
の
判
別
に
関

す
る
研
究
」

○
獨
協
医
科
大
学
越
谷
病
院
救
急
医
療
科　

「
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
く
救
急
救

命
士
教
育
用
教
材
の
設
計
・
開
発
」

○
草
加
市
立
病
院　

「
血
糖
値
異
常
を
め
ぐ
る
救
急
搬
送
の
実
態
調
査
お
よ
び

病
院
前
医
療
活
動
拡
大
に
向
け
た
試
み
」

三　

普
及
啓
発
・
広
報
事
業

平
成
二
一
年
度
事
業
報
告
及
び
平
成
二
二
年
度
事
業
計
画

財
団
法
人　

救
急
振
興
財
団
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（一）　

広
報
事
業

①　

財
団
機
関
誌
発
行
事
業

　

財
団
の
諸
事
業
及
び
活
動
内
容
を
広
く
関
係
者
に
周
知

す
る
と
と
も
に
、救
急
に
関
す
る
情
報
等
を
幅
広
く
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、国
、都
道
府
県
、市
町
村
、消
防
機
関
及

び
医
療
機
関
と
の
連
携
の
強
化
に
資
す
る
た
め
、機
関
誌

『
救
急
救
命
』
を
定
期
的
に
発
行
し
て
い
る
。

　

平
成
二
一
年
度
は
、
第
二
二
号
を
五
月
、第
二
三
号
を

一
一
月
に
各
七
千
部
発
行
し
、関
係
機
関
に
送
付
し
た
。

②　
「
救
急
の
日
」
出
展
に
よ
る
財
団
紹
介
広
報
事
業

　

平
成
二
一
年
九
月
九
日
及
び
一
〇
日
の
両
日
に
、新
宿
駅
新

南
口
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
た「
救
急
の
日
二
〇
〇
九
」

の
行
事
に
お
い
て
、当
財
団
の
事
業
及
び
活
動
を
広
く
国
民

に
広
報
す
る
た
め
、事
業
活
動
パ
ネ
ル
を
出
展
し
た
。

（二）　

応
急
手
当
等
普
及
啓
発
資
器
材
等
の
支
援
事
業

①�　

心
肺
蘇
生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
及
び
応
急
手
当
講

習
用
テ
キ
ス
ト
等
の
寄
贈

　

消
防
機
関
に
よ
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、普
及
啓
発
の
講
習
会
で
使
用
す
る「
心
肺
蘇
生

訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
」、

「
応
急
手
当
講
習
用
テ
キ
ス
ト
」、「
応
急
手
当
普
及
啓
発

用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
及
び「
応
急
手
当
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
付
感
染
防

止
用
シ
ー
ル
ド
」
を
一
二
九
消
防
本
部
に
寄
贈
し
た
。

②　

救
急
普
及
啓
発
広
報
車
の
寄
贈

　

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、「
救

急
普
及
啓
発
広
報
車
」
を
製
作
し
、四
消
防
本
部（
新
潟

県
新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
、長
野
県
飯
田

広
域
消
防
本
部
、山
口
県
山
口
市
消
防
本
部
、佐
賀
県
唐
津

市
消
防
本
部
）に
寄
贈
し
た
。

③　

高
度
な
救
急
救
命
処
置
の
訓
練
用
資
器
材
等
寄
贈
事
業

　

救
急
救
命
士
・
救
急
隊
員
の
高
度
な
救
命
処
置
の
訓
練

を
支
援
す
る
た
め
、「
静
脈
穿
刺
モ
デ
ル
セ
ッ
ト
」
及
び「
気

道
管
理
ト
レ
ー
ナ
ー
セ
ッ
ト
」
を
、左
記
九
消
防
本
部（
署
）

に
寄
贈
し
た
。

［
寄
贈
本
部（
署
）］　

　
・
岩
手
県　

陸
前
高
田
市
消
防
本
部

　
・
千
葉
県　

船
橋
市
消
防
局（
二
）

　
　
　
　
　
　
香
取
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

　
・
愛
知
県　

西
尾
市
消
防
本
部

　
・
奈
良
県　

西
和
消
防
組
合
消
防
本
部

　
・
鳥
取
県　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
本
部

　
・
島
根
県　

出
雲
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
雲
南
消
防
組
合
消
防
本
部

④　
「
救
急
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
配
付

　

救
急
医
療
及
び
救
急
業
務
に
対
す
る
国
民
の
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、心
肺
蘇
生
法
を
中
心

と
し
た
適
切
な
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
の
推
進
を
図
る
た

め
、「
救
急
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
約
八
万
枚
作
成
し
、都

道
府
県
消
防
主
管
課
及
び
消
防
本
部
等
に
配
付
し
た
。

（三）　

応
急
手
当
普
及
啓
発
推
進
事
業

　

救
命
率
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、地
域
の
住
民
組

織
と
消
防
機
関
が
協
力
連
携
し
て
実
施
す
る
応
急
手
当
の

講
習
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
た
。

　

平
成
二
一
年
度
も
、地
域
の
防
火
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
に
全
国
的
に
組
織
さ
れ
て
い
る「
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
」

を
通
じ
て
、応
急
手
当
の
普
及
実
践
活
動
を
積
極
的
に
支

援
す
る
こ
と
と
し
、財
団
法
人
日
本
防
火
協
会
へ
の
委
託
に

よ
り
、全
国
二
四
地
域
で
応
急
手
当
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、

二
、四
三
〇
人
の
普
通
救
命
講
習
修
了
者
が
養
成
さ
れ
た
。

四　

救
急
基
金
事
業

　

住
民
か
ら
の
広
範
な
寄
付
に
よ
り
造
成
さ
れ
て
い
る
救
急
基

金
の
運
用
益
を
活
用
し
、「
心
肺
蘇
生
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」、

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
」、「
応
急
手
当
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
付
感
染
防

止
用
シ
ー
ル
ド
」、「
応
急
手
当
講
習
用
テ
キ
ス
ト
」、「
応
急
手
当

普
及
啓
発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を
、四
消
防
本
部（
埼
玉
県
比
企
広
域
消

防
本
部
、吉
川
松
伏
消
防
組
合
消
防
本
部
、岐
阜
県
中
農
消
防
組

合
消
防
本
部
、熊
本
県
八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
）に

そ
れ
ぞ
れ
交
付
し
た
。

平
成
二
二
年
度
事
業
計
画

　

救
急
救
命
士
の
業
務
に
つ
い
て
は
、近
年
、数
次
に
わ
た
る
処
置

範
囲
の
拡
大
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、平
成
一
八
年
度
か
ら
は
救

急
救
命
士
に
か
か
る
国
家
試
験
が
、年
一
回
実
施
に
改
め
ら
れ
る

な
ど
、救
急
振
興
財
団
の
教
育
訓
練
事
業
に
つ
い
て
、よ
り
一
層
の

充
実
と
円
滑
な
事
業
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

こ
の
た
め
、平
成
二
二
年
度
は
、こ
の
よ
う
な
動
向
に
対
応
す
る

た
め
、引
き
続
き
地
方
公
共
団
体
や
関
係
行
政
機
関
・
団
体
、救
急

医
療
関
係
者
等
の
理
解
と
協
力
を
深
め
な
が
ら
、主
た
る
事
業
で

あ
る
全
国
の
救
急
隊
員
を
対
象
と
し
た
救
急
救
命
士
の
資
格
取

得
の
た
め
の
研
修
事
業
を
始
め
と
す
る
教
育
訓
練
事
業
の
充
実
に

万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、住
民
に
対
す
る
応
急
手
当
の
普
及
啓

発
活
動
に
関
す
る
事
業
や
救
急
に
関
す
る
各
種
調
査
研
究
事
業

等
を
積
極
的
に
推
進
し
、救
急
体
制
の
振
興
と
救
急
業
務
の
一
層

の
高
度
化
に
資
す
る
も
の
と
す
る
。

一　

救
急
隊
員
に
対
す
る
高
度
な
教
育
訓
練
事
業
等
の
推
進

　

各
都
道
府
県
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
た
救
急
隊
員
を
対
象
と
し

て
、救
急
救
命
士
の
国
家
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た
め
、東
京
研
修

所
に
お
い
て
は
第
三
八
期（
二
五
〇
名
を
予
定
）及
び
第
三
九
期

（
三
〇
〇
名
を
予
定
）の
研
修
を
、九
州
研
修
所
に
お
い
て
は
、第

二
七
期（
二
〇
〇
名
を
予
定
）の
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

研
修
生
の
定
員
確
保
に
関
し
て
も
引
き
続
き
推
進
す
る
。

二　

�

住
民
に
対
す
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
に

関
す
る
事
業
等
の
推
進

　

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
住
民
に
対
す
る
応
急
手
当
の
普
及

啓
発
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、応
急
手
当
普
及
啓
発
用
資
器
材

等
の
交
付
事
業
及
び
救
急
隊
員
の
訓
練
用
資
器
材
の
交
付
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
住
民
組
織
と
消
防
機
関
が

協
力
連
携
し
て
行
う
応
急
手
当
の
講
習
活
動
に
対
す
る
支
援

事
業
や
救
急
基
金
事
業
の
普
及
を
推
進
す
る
。

三　

救
急
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
の
推
進

　

全
国
の
救
急
隊
員
等
に
対
し
て
実
務
的
観
点
か
ら
の
研
究
発

表
及
び
意
見
交
換
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、消
防
機
関

の
行
う
救
急
業
務
の
充
実
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

第
一
九
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
松
山
市
に
お
い
て

松
山
市
消
防
局
と
の
共
催
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、海
外
に
お

け
る
救
急
に
関
す
る
先
進
的
な
事
例
調
査
や
、消
防
機
関
・
医
療

機
関
に
お
け
る
先
進
的
な
調
査
研
究
へ
の
助
成
な
ど
、救
急
業

務
の
一
層
の
高
度
化
に
資
す
る
調
査
研
究
事
業
を
推
進
す
る
。
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第
一
日
目

開会式会場（松山市民会館大ホール） 「第19回全国救急隊員シンポジウム」を開催するにあたり	 松山市消防局長　西原 忠悦
　開催にあたり、（財）救急振興財団をはじめ、多くの関係機関の皆様からご支援ご協力を賜りました
ことに厚く御礼申し上げます。
　本シンポジウムでは、メインテーマに「“未来の救急現場に新たな決意を”～愛ある救急、愛媛から～」
を掲げ、更なる救命率の向上に向けて、全国の救急業務に携わる者すべてに呼びかけ、未来の救急現場
を築き上げるための「救急業務の高度化」に向けた総括を全国に対して発信するという理念のもと、
プログラムを準備いたしました。
　是非とも多くの皆様方のご参加を、心からお待ち申し上げております。

8:30 開場・受付
9:30

10:15

開会式	 �挨　拶：松山市・財団法人救急振興財団
	 紹　介：総務省消防庁・厚生労働省・愛媛県・社団法人日本医師会・一般社団法人日本救急医学会・一般社団法人日本臨床救急医学会
	 全国消防長会・財団法人全国市町村振興協会・社団法人愛媛県医師会・社団法人松山市医師会
	 報　告：運営委員長報告

10:30

12:00

特別講演　�「救急業務高度化への課題と展望 」

	 講　師：島崎修次 （国士舘大学）　山本保博（東京臨海病院病院長）
	 司　会：大野慎一（財団法人救急振興財団理事長）	

松山市民会館 松山市総合コミュニティセンター
第１会場（大ホール） 第２会場（中ホール） 第３会場（小ホール） 第１・第２会議室 第５会場（大会議室） 第６会場（企画展示ホール） 第７会場（企画展示ホール）ポスター会場

12:20

13:20

ミニレクチャーⅠ
「救急隊員のためのコミュニケーションスキル」
講　師：畑中哲生（救急救命九州研修所）
司　会：板山隆志（救急救命九州研修所）

※昼食の提供はありません。

ミニレクチャーⅡ
「観察と処置のピットホール」
講　師：三宅康史（昭和大学）
司　会：（広島市消防局）

※昼食の提供はありません。

一般発表１　「調整中」
座　長：北風孝博（伊予消防等事務組合）
助言者：津野信輔（松山市民病院）
発表者：消防関係者４名

※昼食の提供はありません。

ミニレクチャーⅢ
「管理監督者のための救急基礎講座」
講　師：山口芳裕（杏林大学）
司　会：（東京消防庁）

※昼食の提供はありません。

一般発表2　「調整中」
座　長：（倉敷市消防局）
助言者：（医療関係者）
発表者：消防関係者４名

※昼食の提供はありません。

一般発表3　「調整中」
座　長：（愛媛県内消防本部）
助言者：（医療関係者）
発表者：消防関係者４名

※昼食の提供はありません。

一般発表4　「調整中」
座　長：（徳島県内消防本部）
助言者：（医療関係者）
発表者：消防関係者４名

※昼食の提供はありません。
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休　憩 第４会場（キャメリアホール）
13:40

15:10

教育講演Ⅰ
「ガイドライン２０１０について」
講　師：坂本哲也（帝京大学）
司　会：木村祐司（福岡市消防局）

パネルディスカッションⅠ「救急搬送体制」
～ドクターカー・ドクターヘリとの連携～
　　　座　長：（浜松市消防局）
アドバイザー：髙山隼人（長崎医療センター）
	 パネリスト：川上喜太郎（神戸市消防局）
　　　　　　　伊藤　幹（札幌市消防局）
　　　　　　　杉本和彦（高知県医療センター）
　　　　　　　�後藤喜宏（会津若松地方広域市町村圏

整備組合消防本部）

一般発表5　「調整中」
座　長：（北九州市消防局）
助言者：（医療関係者）
発表者：消防関係者7名

デモンストレーション
「災害時における消防と医療との連携」
　　　講　師：西山　隆（愛媛大学）
　　　　　　　秋冨慎司（岩手医科大学）
アドバイザー：山口芳裕（杏林大学）
　　　司　会：安西隆雄（横浜市消防局）
　　実演展示：（松山市消防局）

一般発表6　「調整中」
座　長：（高松市消防局）
助言者：（医療関係者）
発表者：消防関係者7名

一般発表7　「調整中」
座　長：（高知市消防局）
助言者：西山謹吾（高知赤十字病院）
発表者：消防関係者7名

一般発表8　「調整中」
座　長：（徳島市消防局）
助言者：（医療関係者）
発表者：消防関係者7名

休　憩
15:30

17:00

シンポジウムⅠ
「救急需要対策のさらなる充実・強化」
～コールトリアージ、救急相談の取り組み～
　　　座　長：（東京消防庁）
アドバイザー：石原　哲（東京都医師会）
　　　　　　　久保田勝明（総務省消防庁）
シンポジスト：松原正之（横浜市消防局）
　　　　　　　河路幸博（瀬戸市消防本部）
　　　　　　　吉川清志（仙台市消防局）
　　　　　　   （東京消防庁）
　　　　　　   （奈良県医療政策部）
　　　　　　　林田純人（大阪市消防局）

教育講演Ⅱ
「救急業務におけるＩＣＴの活用について」
講　師：織田成人（千葉大学）
司　会：渡邉仁次（千葉市消防局）

一般発表9　「調整中」
座　長：大野秋義（久万高原町消防本部）
助言者：濱見　原（愛媛県立中央病院）
発表者：消防関係者7名

ライブセッションⅠ
「救急現場における気道確保と静脈路確保」
講　師：南浩一郎（救急救命東京研修所）
　　　　田中　仁（救急救命九州研修所）
指導者：（救急救命東京研修所）
           （救急救命東京研修所）
           （救急救命東京研修所）
           （救急救命東京研修所）
　　　　吉岡宏介（救急救命九州研修所）
　　　　松本　太（救急救命九州研修所）
　　　　安田英信（救急救命九州研修所）
　　　　立岩　修（救急救命九州研修所）
司　会：（北九州市消防局）

一般発表10　「調整中」
座　長：（岡山市消防局）
助言者：（医療関係者）
発表者：消防関係者7名

一般発表11　「調整中」
座　長：（金沢市消防局）
助言者：（医療関係者）
発表者：消防関係者7名

一般発表12　「調整中」
座　長：（熊本市消防局）
助言者：（医療関係者）
発表者：消防関係者7名

第
二
日
目

8:30 開　場
9:00

10:30

シンポジウムⅡ
「消防法改正後の課題と展望」
　　　座　長：（総務省消防庁）
アドバイザー：相引眞幸（愛媛大学）
　　　　　　　森野一真（山形県救命救急センター）
シンポジスト：（東京消防庁）
                    （大阪府医療対策課）
                    （調整中）
                    （調整中）
                    （調整中）

パネルディスカッションⅡ
「救急現場における危機管理」
～救急現場でのトラブルを考える～
　　　座　長：岡田基衛（札幌市消防局）
アドバイザー：橋本雄太郎（杏林大学）
	 パネリスト：（東京消防庁）
                    （福岡市消防局）
                    （高松市消防局）
　　　　　　　吉田秀人（かほく市消防本部）

一般発表13　「調整中」
座　長：（東温市消防本部）
助言者：高石　和（愛媛県立中央病院）
発表者：消防関係者7名

ライブセッションⅡ
「分娩介助」
講　師：本田直利（松山赤十字病院）
指導者：助産師（松山赤十字病院）
　　　　助産師（松山赤十字病院）
　　　　助産師（松山赤十字病院）
　　　　助産師（松山赤十字病院）
　　　　助産師（松山赤十字病院）
司　会：池田久志（今治市消防本部）
補助者：（松山市消防局）
           （今治市消防本部）

一般発表14　「調整中」
座　長：大谷幹夫（救急救命東京研修所）
助言者：徳永尊彦（救急救命東京研修所）
発表者：消防関係者7名

一般発表15　「調整中」
座　長：古財敏行（救急救命九州研修所）
助言者：竹中ゆかり（救急救命九州研修所）
発表者：消防関係者7名

一般発表16　「調整中」
座　長：（千葉市消防局）
助言者：（医療関係者）
発表者：消防関係者7名

休　憩
10:50

12:30

総合討論「救急隊員が目指す姿」
～未来の救急現場に新たな決意を～
　　　座　長：横田順一朗（市立堺病院）
総合アドバイザー：有賀　徹（昭和大学）
ディスカッサント：
行岡哲男（東京医科大学）	 山本五十年（東海大学）
田邉晴山（救急救命東京研修所）	 松元照仁（総務省消防庁）
中野公介（厚生労働省）	 渡部和也（堺市消防局）
高多虎男（金沢市消防局）	 本田文夫（綾部市消防本部）

一般発表17　「調整中」
座　長：（愛媛県内消防本部）
助言者：森実岳史（愛媛県立中央病院）
発表者：消防関係者6名

市民公開講座（一般公開）
「みんなで繋ぐ救命の輪
    ＡＥＤの普及を目指して！」
講　師：輿水健治（埼玉医大）
　　　　川崎眞弓（命のバトン）
司　会：貞徳正人（松山市消防局）

一般発表18　「調整中」
座　長：（香川県内消防本部）
助言者：（医療関係者）
発表者：消防関係者6名

一般発表19　「調整中」
座　長：國本武恆（高幡消防組合消防本部）
助言者：�橘　壽人（高知県立幡多けんみん病院）
発表者：消防関係者6名

一般発表20　「調整中」
座　長：（浜松市消防局）
助言者：�近藤久禎（国立病院機構災害

医療センター）
発表者：消防関係者6名

13:00

シンポジウム総括	 運営委員長　　
閉会式　〔挨拶〕開催地：松山市消防局　次期開催地：浜松市消防局

第19回全国救急隊員シンポジウム開催プログラム（予定） 日 程  平成23年 2月3日（木）・4日（金）　 会 場  松山市民会館・松山市総合コミュニティセンター

  詳細については当財団HPへ　http://www.fasd.or.jp
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1．救急救命の高度化の推進に関する調査研究事業
プレホスピタルケアの質の向上と救急業務の諸問題の解決に向けて、必要な研究を行うことを目的に、当財団が指定
するテーマに沿った研究課題で調査研究を行う委託先を募集します。

2．救急に関する調査研究助成事業
救急業務に関する先進的な調査研究を行う団体に対し、当該研究に必要な経費の助成を行います。

事 業 概 要

【応募資格】
　消防機関、医療機関及び地域メディカルコントロール協議会等、公益を目的として調査研究を行う団体。

【委託研究テーマ】
　救急救命の高度化の推進に関する以下のいずれかのテーマに関して研究課題を設定し、事業実施計画を提出すること。

【委託期間】　原則として、平成２３年４月１日から平成２４年３月１０日まで
【委託金額】　１契約につき２００万円以内
（委託契約締結後に委託金の半額を交付し、調査研究完了報告後に残額を交付する。委託金の使途は、当該研究に要する
費用とし、使途に関する事項は別に定める。）

【委託件数】　２件程度
【選　　考】
　当財団の「救急の課題等検討委員会」において審査選考し、結果を申請者に通知するとともに当財団のホームページ
(http://www.fasd.or.jp) において公表します。

【その他】
　① 委託研究に係る費用は全て委託費をもって賄わなければならない。
　② 委託期間中は、委託研究の内容を第三者に公表してはならない。
　③ 委託期間内に成果物を報告書としてまとめ、当財団に２部提出する。
　④ 当財団は、成果物の内容の一部又は全部を、刊行物その他適宜の方法をもって公表できるものとする。
　⑤ 委託研究終了の翌年度に当財団は上記③の報告書を印刷して、全国の各消防本部等に発送する。

・ メディカルコントロール
・ 消防機関と医療機関の連携
・ 救急隊員の教育体制

・ 救急需要対策
・ 救急業務のあり方
・ 重症度・緊急度判断、トリアージ

・ 救急搬送体制
・ 救急現場における危機管理
・ 応急手当普及啓発活動

１．「救急救命の高度化の推進に関する調査研究事業」事業委託団体の公募

【応募資格】
　消防機関、医療機関及び地域メディカルコントロール協議会等、公益を目的として調査研究を行う団体。

【助成対象課題】
　救急業務に関する先進的な調査研究全般

（過去に助成された研究課題は、当財団のホームページ (http://www.fasd.or.jp) でご覧になれます。）
【研究期間】　平成２３年４月１日から平成２４年３月１０日まで
【助成金額】　１団体につき１００万円以内
（助成団体決定後に助成金の半額を交付し、調査研究完了報告後に残額を交付する。助成金の使途は、当該研究及び当財
団に提出する報告書作成に要する費用とし、使途に関する事項は別に定める。）

【助成件数】　９件程度
【選　　考】
　当財団の「救急に関する調査研究事業助成審査委員会」において審査選考し、結果を申請者に通知するとともに当財
団ホームページ（http://www.fasd.or.jp）において公表します。

【その他】
　① 研究期間内に成果物を報告書としてまとめ、当財団に５部提出する。
　② 当財団は、成果物の内容の一部又は全部を、刊行物その他適宜の方法をもって公表できるものとする。

2．「救急に関する調査研究助成事業」助成団体の公募

　申請者は、当財団のホームページ (http://www.fasd.or.jp) から申請書類をダウンロードし、下記あて先まで郵送する。

申請書類送付先
〒192－0364　
東京都八王子市南大沢４－６　財団法人救急振興財団　企画調査課

応 募 締 切 日 平成２２年１２月１３日（月）必着

問 い 合 わ せ 先 企画調査課　石垣・江口・石川　TEL ０４２－６７５－９９３１

3．申請方法
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基礎医学講座Ⅰ
喘息発作と吸入β2刺激薬
　救急救命東京研修所教授　名倉  節

基礎医学講座Ⅱ
低血糖について
　救急救命九州研修所教授　田中  仁
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１分１秒を争う、いのちのために
活かします、あなたの思いやり「救急基金」

皆様から寄せられた寄付金は、
応急手当の普及など救急の振興のために活用されます。

財団法人 救急振興財団

救急基金箱は消防本部などに設置されていますが、
お問い合わせは財団法人救急振興財団事務局総務課にお願いします。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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私
事
に
な
り
ま
す
が
、亡
く
な
っ
た
母
親
が
、生
前
に

自
宅
で
容
態
が
悪
化
す
る
度
に
、何
度
も
救
急
隊
の
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

食
事
中
に
突
然
意
識
混
濁
状
態
と
な
り
、不
安
の
気

持
ち
い
っ
ぱ
い
で
一
一
九
番
に
通
報
し
、出
場
し
た
救

急
隊
員
の
姿
を
見
て
、安
堵
の
感
を
抱
い
た
こ
と
は
忘

れ
ら
れ
な
い
経
験
で
す
。

　

そ
の
場
の
救
命
処
置
で
、危
機
一
髪
を
免
れ
た
こ
と
も

あ
り
、病
院
前
救
護
活
動
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
誰
も
が
同
じ
様
な
体
験
を
し
て
お
り
、救
急

業
務
に
携
わ
る
隊
員
の
姿
は
、市
民
に
と
っ
て
救
命
セ

ン
タ
ー
の
医
師
と
同
様
に
頼
も
し
い
存
在
で
す
。

　

今
号
の
基
礎
医
学
講
座
で
も
掲
載
し
ま
し
た
が
、救

急
救
命
士
の
処
置
範
囲
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、救
急
隊

員
に
対
す
る
市
民
の
期
待
は
、
益
々
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

来
年
二
月
三
日
～
四
日
に
愛
媛
県
松
山
市
で
開
催
す

る
第
19
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
、「
未
来
の
救
急
現
場
に
新
た
な
決
意
を
～

愛
あ
る
救
急
、愛
媛
か
ら
～
」
に
決
ま
り
、更
な
る
救
急

の
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
、救
急
救
命
東
京
研
修
所
で
は
、若
い
多
く
の
隊
員

が
救
急
救
命
士
の
国
家
試
験
を
目
指
し
て
真
摯
に
研
修

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

研
修
生
の
後
ろ
姿
を
見
て
、頑
張
れ
、頑
張
れ
と
エ
ー

ル
を
送
る
毎
日
で
す
。

（
N
・
A
）

http://www.fasd.or.jp/

編
集
後
記

『救急救命』編集室では、読者の皆さまからの様々な
情報や投稿を随時受け付けています。以下の要領を
参考のうえ、どしどしお寄せください。

〈募集内容〉
● �一工夫した救命講習会や応急手当の普及活動　
（自薦・他薦どちらでも構いません）

● �読者に広く知らせたい（消防本部などの）救急に
関する取り組みについて

● 印象に残っている講習会・エピソード

※�上記に該当しないものでも救急に関する情報であれば、
どんなことでも結構です。また、取材を希望される消防
本部又は救急関係団体は、編集室までご連絡ください。

※�情報提供の形式は問いません。電話、FAX、電子メー
ル又は郵送などでお寄せください。

※�情報等を寄せていただいた方に抽選でフェイスシール
ドをプレゼントいたします。プレゼントの発送をもっ
て発表に代えさせていただきます。

〈ご連絡・お問い合わせ先〉
〒 192-0364　東京都八王子市南大沢 4ー6
財団法人救急振興財団

『救急救命』編集室　インフォメーション 係

TEL 042-675 - 9931  FAX 042- 675-9050  
E-mail：kikaku-info@fasd.or.jp

郵便はがき、もしくはメールにて

① 住所	 ② 氏名	 ③ 年齢	 ④ 職業	 ⑤ 24号を読んで印象に残った記事、
その他ご意見などをご記入のうえ、下記までお送りください。

〒 192-0364　東京都八王子市南大沢 4 ー 6　財団法人救急振興財団
『救急救命』編集室　プレゼントコーナー 係

E-mail：kikaku-info@fasd.or.jp

締切：平成 22 年 11 月 30 日

応募者多数の場合は抽選でフェイスシールド・ゴム手袋セットをプレゼントいたします。プレゼントの発送をもって発表に代え
させていただきます。

http://www.fasd.or.jp/
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